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山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電
話やパソコンに電子メールで配信中です。まずは ymg-c@
one23.netへ空メールを送ってください。会員登録案内メー
ルが届きますので、案内にしたがって登録してください。
メールが届かない場合は、ドメイン「ansin-anzen.jp」が
受信できるように設定してください。

問情報企画課　☎ 43 ‐ 7557
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５
月
の
広
報

　お母さんがお花が大好きなので、将来は、
お花屋さんになって、お母さんにお花をいっ
ぱいあげたいです。

澤田　桃
も も か

香さん
八幡小学校４年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

川辺幼稚園閉園式

　３月 23日に川辺幼稚園で、園児 20人と保護者
や関係者など約 100人が出席して、閉園式が行わ
れました。式では、冨田惠子園長から中嶋憲正市長
に園舎表札が返還され、最後に園児と参加者全員で
園歌を歌い39年の歴史に幕を閉じました。閉園式
後、お別れ会が開かれ、スライドを使った思い出ア
ルバムでは、川辺幼稚園の歴史や懐かしい思い出を
振り返りました。　　　　　　　（詳細は４ページ）

今月の表紙
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　地域づくりに関する

　　　各種補助金について
　山鹿市では、市民の皆さんが実施する地域づくりなどの取り組みに対する、各種助成制度を設
けています。それぞれ事業実施の 30日前までに関係書類の提出が必要です。何か取り組んでみ
たいとお考えの方（個人・団体問いません）は、お気軽に企画課へお問い合わせください。

【地域づくり計画応援事業】
　●　対象事業　�地域住民が主体的に行う地域資源などを生かした取り組みや、地域の安全・安心のための

活動など、地域活性化につながる計画策定および
計画に基づき実施する事業。

　●　対象団体　�小学校区などのつながりのある複数の自治会など
　●　対象経費　�コンサルタント委託料、印刷製本費、消耗品費、

会場の借り上げ料、先進地視察研修費など
　●　補 助 率　�対象経費の 10�分の 10�以内で、計画策定は１団体

100 万円を限度。次年度以降の計画に基づき実施
する事業は３年間で 200 万円を限度とし、予算の
範囲内で決定します。

この補助金を活用して、それぞれの校区の
特徴を反映した計画書が作成されました

【地域づくり推進事業】
　●　対象事業　�団体などが主体的に取り組む市

全域の活性化につながる地域づ
くり事業（イベント、世代間交流、
ボランティア活動など）

　●　対象団体　�地域づくりを目的として活動す
る特定非営利活動法人またはこ
れに準ずる５人以上の団体

　●　対象経費　�事業に係る消耗品や使用料、原
材料費など　（別に定める基準が
あります。）

　●　補 助 率　�対象経費の 10 分の 10 以内で、
１団体 20 万円を限度とし、予算
の範囲内で決定します。

【人材育成事業】
　●　対象事業　�社会・教育文化・福祉および産

業の分野における先進地の視察
研修、体験学習、技術者育成な
ど

　●　対象団体　�市内に住所を有する人・市内に
活動の拠点を有する団体・市内
に通勤、通学する人など

　●　対象経費　�受講料、参加費、宿泊費、交通費、
調査研究のための経費

　●　補 助 率　�対象経費の２分の１以内（個人
は１人あたり 10 万円、団体（同
一団体は４人以上）は 30 万円）
で、予算の範囲内で決定します。

【国際・地域間交流事業】
　●　対象事業　�民間団体が主催する国際・地域間交流事業（教育・文化、スポーツ、産業、福祉などの活

動による交流）
　●　対象団体　�市内に活動の拠点がある団体で、国際・地域間交流事業の活動実績が認められる団体
　●　対象経費　�交通費、宿泊費、受講費、交流会などに係る経費
　●　補 助 率　対象経費の２分の１以内で、30 万円を限度とし、予算の範囲内で決定します。

問い合わせ先…企画課　☎ ４３－１１１４
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「うわあ懐かしいなあ」私
は、娘の入園式で約30
年ぶりに園舎に足を踏み入れ、そこには30
年前と同じ風景がありました。「こんなに狭
かったかな？」なんて思いつつ、私も親に手
を引かれ川辺幼稚園に通っていたころを思
い出しました。私の子どもたちは、休みの日
も幼稚園に行きたがり、本当に楽しく過ごし
ていました。川辺幼稚園が閉園となり、さびし
さを隠せませんが、たくさんの子どもたちが
巣立った川辺幼稚園は、今後も人々の「心
のふるさと」になると思います。そしてこの素
晴らしい学び舎を決して忘れることはありま
せん。保護者を代表して「川辺幼稚園今まで
ありがとう」そして素晴らしい伝統を今まで
築いてくださった全ての先生方、保護者の
皆さまに対して感謝と敬意を表します。

冨田惠子さん
園長

　

川
辺
幼
稚
園
の
閉
園
式
が
３
月
23

日
、
同
園
の
遊
戯
室
で
行
わ
れ
、
冨

田
惠
子
園
長
が
「
川
辺
幼
稚
園
の
39

年
の
歴
史
を
築
き
、
支
え
て
い
た
だ

い
た
全
て
の
方
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
園
児
の
み
な
さ
ん
は
、
川
辺

で
学
ん
だ
優
し
さ
と
た
く
ま
し
さ
と

自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
て
大
き
く

成
長
し
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
中
嶋
憲
正
市
長
へ
園
舎

表
札
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
園
式
後
は
、
お
別
れ
会
が
行
わ

れ
、
山
鹿
温
泉
復
活
物
語
「
四し

け
ん

じ
ょ
」の
紙
芝
居
が
披
露
さ
れ
る
と
、

一
生
懸
命
大
き
な
声
で
発
表
す
る
園

児
の
姿
に
、
会
場
は
笑
顔
と
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
園
児
を

代
表
し
て
平
成
15
年
度
卒
の
坂
本
梓

さ
ん
が
園
の
思
い
出
を
発
表
。

　

最
後
に
、
園
歌
作
成
者
で
同
園
に

教
頭
と
し
て
９
年
間
勤
務
し
た
荒
木

光
子
さ
ん
の
指
揮
で
、
参
加
者
全
員

で
園
歌
を
合
唱
し
、
園
に
別
れ
を
告

げ
ま
し
た
。

川
辺
幼
稚
園
　
園
歌

野
い
ち
ご
の
花
が
　
咲
い
て
い
る

径
を
の
ぼ
れ
ば
仲
よ
し
の

友
だ
ち
待
っ
て
る
幼
稚
園

赤
い
お
屋
根
の
　
幼
稚
園

一
の
谷
ま
で
　
か
け
っ
こ
だ

花
つ
み
陣
と
り
か
く
れ
ん
ぼ

ぼ
く
も
わ
た
し
も
元
気
な
子

阿
蘇
山
み
え
る
　
幼
稚
園

み
ど
り
の
お
山
に
　
だ
っ
こ
し
て

小
鳥
と
い
っ
し
ょ
に
合
唱
だ

強
く
や
さ
し
く
た
く
ま
し
く

育
つ
ぼ
く
ら
の
　
幼
稚
園

39 年の歴史と伝統を有
し、地域の皆さまに愛さ
れ続けてきた川辺幼稚園が、閉園すること
となり、深い惜別の念を禁じえません。恵ま
れた自然環境を生かした遊び場は、子ども
たちの遊びを豊かなものにし、他ではできな
い体験と育ちが川辺幼稚園にはありました。
川辺小学校との連携や交流も長年大事に
し、近年は給食も小学校で一緒に食べてい
ました。また、39 年の歴史の中で、地域の皆
さまにも温かく見守られて499 人の卒園児
を送り出しました。就学前教育の役割を十
分に果たした川辺幼稚園に、これまで勤務
された歴代の園長、職員の皆さまにも感謝
申し上げます。また、子どもたちのためにご尽
力いただきました全ての方
に心から敬意を表します。

瀬口　力さん
後援会長

１ 園児が「四
し

けんじょ」の紙芝
居を披露　２ 冨田園長から園
舎表札を受け取った中嶋市長
３ 荒木さんの指揮で参加者全
員で園歌を合唱

川辺幼稚園

１

２

３

閉園
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開
　
校

山
鹿
・
川
辺
の
２
小
学
校
が
統
合
し
て
誕
生
し
た

新
生
山
鹿
小
学
校
。

岳
間
・
岩
野
・
広
見
の
３
小
学
校
が
統
合
し
て
誕

生
し
た
新
生
鹿
北
小
学
校
。

４
月
８
日
、
両
校
の
開
校
式
が
行
わ
れ
、
新
た
な

歴
史
を
築
く
1
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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山
鹿
小
学
校
の
開
校
式
が
４
月
８

日
に
、
同
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

開
校
式
で
は
、
中
嶋
憲
正
市
長
か

ら
小
原
孝
徳
校
長
へ
校
旗
が
授
与
さ

れ
、
続
い
て
中
嶋
市
長
が
式
辞
を
、

山
鹿
市
議
会
藤
原
弘
議
長
が
来
賓
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

小
原
孝
徳
校
長
は
「
児
童
の
み
な

さ
ん
も
新
し
い
教
室
・
先
生
・
友
達

と
会
え
て
張
り
切
っ
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
健
や
か
な
体
・
美
し

い
心
・
創
り
出
す
力
の
校
訓
の
も
と
、

熊
本
県
一
仲
の
良
い
山
鹿
小
学
校
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。
勉
強
や
あ
い
さ

つ
、
歌
声
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
素
晴
ら
し
い

山
鹿
小
学
校
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

児
童
代
表
の
齊
藤
結
子
さ
ん
（
６

年
生
）
が
「
川
辺
小
学
校
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
新
し
い
山
鹿
小
学
校
の

歴
史
を
一
歩
ず
つ
築
い
て
い
き
た
い

で
す
。
ど
の
学
年
も
交
流
授
業
の
と

き
よ
り
も
っ
と
仲
良
く
な
っ
て
、
歌

声
響
き
、
笑
顔
輝
き
、
花
香
る
山
鹿

山
鹿
小
学
校

小
学
校
を
作
り
あ
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
校
舎
に
負
け

な
い
よ
う
な
思
い
や
り
の
あ
る
温
か

な
心
を
持
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
体
育
館
に

歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 山鹿小学校データ

小原孝徳校長
児童数 660 人

１ 市長から校旗
を受け取る小 原
校長　２ 「素晴ら
しい山鹿小学校
を作っていきましょ
う」とあいさつす
る小 原 校 長　３ 
山鹿小学校の歴
史を一歩ずつ築
いていきたい」と
決意を述べる齋
藤さん １

２３

山
鹿
小
学
校
開
校
式
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山鹿小学校閉校式
　山鹿小学校の閉校式が３月15日、
同小の体育館で行われました。
　式辞に立った中嶋憲正市長は「閉
校は、在校生、卒業生、教職員はも
とより校区の方にとってその寂しさ
は、いかばかりと思いますが、140
年間にわたり育まれてきた歴史と伝
統は新たな山鹿小学校に受け継が
れ、新しい歴史が築かれていきます」
と述べました。
　来賓紹介後は、代表児童から大瀨
浩一校長へ校旗が渡され、校長から
中嶋市長へ校旗が返納されました。

　閉校式後の 140 周年記念セレモ
ニーでは、思いでいっぱいのスライ
ドが上映され、場内は大いに盛り上
がりました。各学年代表児童が学校
への思いを発表したほか、音楽部が
「ふるさと」を演奏、最後は校歌を
参加者全員で斉唱しました。

１ 大瀨校長から中嶋市長へ校旗を返納　２ 140 周年記念
セレモニーでのスライド上映　３ 山鹿小学校の思い出を語
る児童 １

２３
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鹿
北
小
学
校
の
開
校
式
が
４
月
８

日
、
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
校
式
で
は
、
中
嶋
憲
正
市
長
か

ら
川
野
富
士
夫
校
長
へ
校
旗
が
授
与

さ
れ
、続
い
て
中
嶋
市
長
が
式
辞
を
、

山
鹿
市
議
会
藤
原
弘
議
長
が
来
賓
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

川
野
校
長
は
「
鹿
北
小
学
校
の
新

し
い
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
歴
史
や
伝
統
・
校
風
は
み
な
さ

ん
が
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
心
を
一
つ
に
し
て
鹿
北
小
学

校
の
新
し
い
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
創

り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
北
原
詩
音
さ
ん
（
６

年
生
）
が
「
新
た
に
鹿
北
小
学
校
と

し
て
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
全

校
児
童
が
１
５
７
人
に
な
り
、
新
し

い
友
達
が
で
き
る
と
思
う
と
楽
し
み

で
す
。
大
き
な
学
校
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み
、
統

合
し
て
よ
か
っ
た
と
み
ん
な
が
思
え

る
よ
う
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
述
べ
ま

し
た
。

鹿
北
小
学
校
鹿北小学校データ

川野富士夫校長
児童数 157 人

　

最
後
に
新
し
く
な
っ
た
校
歌
を
、

心
を
一
つ
に
し
て
歌
い
、
体
育
館

い
っ
ぱ
い
に
元
気
な
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　

鹿
北
小
学
校
の
校
歌
の
作
詞
・
作

曲
を
し
た
野
中
米
里
さ
ん
と
、
校
章

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
古
家
美
咲
さ
ん

（
６
年
生
）
に
感
謝
状
と
記
念
品
の

贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

１２

３４５

鹿
北
小
学
校
開
校
式
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鹿
北
小
学
校
校
歌

　
作
詞
・
作
曲
　
野
中
米
里

青
葉
さ
ざ
め
く
　
岳
間
の
森
に

光
を
帯
び
て
　
水
は
湧
く

小
さ
き
流
れ
　
清
ら
か
に

岩
野
の
原
を
　
駆
け
抜
け
る

広
見
沃よ

く

や野
を
　
潤

う
る
お

し
て

瀬
音
も
高
く
　
め
ざ
す
は
彼か

な

た方
　
広
い
海

わ
れ
ら
　
せ
せ
ら
ぎ
　
鹿
北
小

七な

な

え

や

え

が

き

重
八
重
垣
　
碧

み
ど
り

の
峰み

ね

に

歌
声
乗
せ
て
　
雲
は
翔と

ぶ

そ
よ
風
わ
た
る
　
校
庭
に

み
ん
な
の
手
と
手
　
結
び
あ
う

響
き
合
う
心
　
確
か
め
て

絆き
ず
な

も
強
く
　
描
く
は
未
来
　
明あ

す日
の
空

わ
れ
ら
　
そ
よ
か
ぜ
　
鹿
北
小

豊
か
な
恵
み
　
こ
の
学ま

な
び
や舎
に

生
き
る
力
を
　
逞

た
く
ま

し
く

魂こ
こ
ろ

を
磨
き
　
智
を
究き

わ

め

学
ぶ
喜
び
　
満
ち
あ
ふ
る

命
の
息い

ぶ

き吹
　
燦き

ら

め
い
て

勇ゆ
う
き
り
ん
り
ん

気
凛
々
　
築
く
郷ふ

る
さ
と土

　
永と

わ遠
の
平さ

ち和

わ
れ
ら
　
か
が
や
き
　
鹿
北
小

１ 「心を一つにして鹿北小の歴史を創りあげていきましょう」とあいさ
つする川野校長　２ 「新しい友だちができると思うと楽しみです」と
これからの学校生活への期待を述べる北原さん　３ 校章のデザイン
が採用された古家さんへ感謝状を授与　４ 新しい校歌を作詞・作曲
した野中さんへ感謝状を授与　５ 中嶋市長が川野校長へ新しい校旗
を授与　６ 全校児童で一緒に食べる給食

６
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街角ぐるっとナビ 
思い思いのペースで楽しみました
…第１回清浦総理顕彰・あんずの丘マラソン大会  ３月20日

思い思いのペースで楽しみながら走りました

　「あんずの丘マラソン大会」と「清浦総理顕彰・鹿本
健康マラソン大会」を統合して、第１回清浦総理顕彰・
あんずの丘マラソン大会が菊鹿町のあんずの丘をスター
ト・ゴールに行われ「ゆっくり楽走 ( らくそう )」を合
言葉に約 2,100 人が参加しました。
　あいにくの雨となりましたが、参加者は 1.5・３・10
キロおよびハーフ（21 キロ）それぞれのコースを、思
い思いのペースで走りました。
　また、昨年のあんずの丘マラソン大会出場をきっかけ
に交際をスタートした栗原智

とも あ き

昭さん・広
ひ ろ こ

子さんが、今年
はタキシードとウェディングドレス姿でハーフに参加
し、ゴール後に２人で婚姻届を出しました。

温泉祭スナップ集
…山鹿温泉祭　　　　　　　　　　　　４月 6 〜 7 日

清浦記念館前を走り抜けるハーフ参加者

二人仲良くゴールする栗原さん。この後婚姻届を出しました

❶温泉祈祷祭　❷さくら
湯北側入り口　❸じゃん
けん大会で優勝した三岳
保育園　❹八千代座で
行われた民謡と踊りの共
演　❺山鹿中学校による
山鹿太鼓　❻忍者の郷
で忍者になって手裏剣づ
くり　❼東松島市の特産
品販売　❽伝説力くらべ
綱引き大会　❾春うらら
コンサート　❿山鹿名物
薬師馬カレー　⓫山鹿湯
まつり「陽・謡・踊」 １２３

４７

９

５６

11 10 ８
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

みんなで使おうマイバッグ
…レジ袋削減の取組みに関する協定書調印式　　　　  　３月 27 日

　燃やすごみの減量
化のため、レジ袋の
無料配布中止などの
取り組みを推進する
協定を市と事業者と
で締結しました。
　コンビニエンスス
トアを含む市内 18 店
舗が協定書に調印し、
今後レジ袋削減の取
り組みを行います。

今年も 35,000 株のツツジが鮮やかに咲きました
…日輪寺公園つつじまつり　　　　　　 　　　  ４月 15 日〜 29 日
　ツツジの名所の日
輪寺公園で、つつじ
祭りが開かれ、15 日
には安全祈願祭や式
典が行われ、祭りの
成功と無事を祈願し
ました。来園者は春
の心地よい日差しを
浴びながら、色鮮や
かなツツジの花を楽
しんでいました。

　菊鹿町のあんずの丘をスタート・ゴールに、全国高
等学校選抜自転車競技大会が行われました。
　全国の高等学校から集まった男女219 人の選手
たちは、１周11.5キロのコースを、男子は７周（80.5
キロ）、女子は３周（34.5キロ）し、順位を競いました。
　大会前には中学生から参加できるオープニング
レースが行われ、菊鹿中学校３年生の栗原悠

はるか

君が
高校生や一般選手と肩を並べて走り、惜しくも入賞は
逃しましたが、健闘しました。
　沿道には、地域の方がたくさん応援に駆け付け、温
かい声援や拍手を送り、大会を盛り上げました。

沿道から選手に声援や拍手で応援しました

将来活躍する選手を育成
…全国高等学校選抜自転車競技大会   ３月24 日

調印式で固い握手を交わす（左から）中嶋憲正市長、豊
田祐

ゆ う い ち

一熊本県農林水産部政策審議監、東健
け ん

丸美屋代
表取締役、田中浩

こ う い ち

一農匠なごみ代表取締役

耕作放棄地解消と地域活性化に期待
…農業参入協定の調印式　　  　　　３月21 日

　納豆・豆腐などを製造販売している㈱丸美屋の
山鹿市への農業参入にあたり、協定の調印式が熊
本県庁で行われました。
　同社は㈱農匠なごみを設立し、既に名塚地域で、
1.8ヘクタールの農地でニンニク、とうもろこしの作付
を行っています。
　農匠なごみの田中浩

こういち

一社長は「将来は20ヘクター
ル規模の経営をめざしていきたい。また、学校など
食育活動も取り組んでいきたい」と話しました。
　今回の農業参入は、耕作放棄地の解消をはじめ、
地域活性化に大きく期待できます。

よろしくおねがいします！

堀田　浩一郎
山鹿市菊鹿町木野

　市議会３月定例会に、教育委員の人事案件を上程し
ました。審議の結果、教育委員として堀田浩一郎氏（新
任）栗川亮一氏（再任）が同意されました。
　４月２日開催の市教育委員会で、堀田浩一郎氏を教
育長として選任し、任命されました。

教
育
長



場広の ●�みんなの広場に掲載を希望する人は、原稿や写真を山鹿市役所秘書課まで郵送または
持参してください。
●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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鹿
校
通
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

鹿
校
通
区

　

鹿
校
通
区
で
は
、「
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
」
鹿
校

通
公
園
に
毎
年
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚

し
、
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。

◦�

期
間　

５
月
25
日
㈯
ま
で

※�

ご
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
こ
い

の
ぼ
り
や
吹
き
流
し
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
５
９
３
０
‐
４
０
５
６

（
栗
原
）

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時　

５
月
21
日
㈫
午
後
７
時

◦
集
合
場
所　

夢
想
庵

◦�

内
容　

螢
見
物　

一
ツ
目
神
社

　
バ
ス
で一ツ
目
神
社
へ
向
か
い
ま
す

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
２
１
１

浴
衣
で
リ
メ
イ
ク

布
ぞ
う
り
作
り
教
室

桟
敷
茶
屋

◦
日
時　

５
月
14
日
㈫
正
午

◦
場
所　

桟
敷
茶
屋（
八
千
代
座
前
）

◦
講
師　

小
塩
博
子

※
要
予
約

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
８
２
２
１

福
祉
用
具
展
示
会

サ
ン
エ
イ
・メ
デ
ィ
カ
ル　

三
栄
商
会

◦�

日
時　

５
月
16
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◦
場
所　

ひ
だ
ま
り

◦�

内
容　

電
動
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
、

歩
行
器
、
じ
ょ
く
そ
う
予
防
、
入

浴
関
係
、
紙
お
む
つ
、
排
せ
つ
関

係
、
感
染
対
策
、
食
中
毒
対
策
、

介
護
食
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
介
護

セ
ミ
ナ
ー
（
２
回
予
定
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
７
７
５
５

「
押
花
ハ
ー
ト
フ
ル
ギ
フ
ト
」

作
り
ま
せ
ん
か

菊
鹿
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク

　

作
っ
て
楽
し
い
、
飾
っ
て
う
れ
し

い
作
品
作
り
で
す
。

◦�

日
時　

１
回
目　

５
月
15
日
㈬

　
　
　
　

２
回
目　

５
月
29
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
３
時

◦
場
所　

あ
ん
ず
の
丘　

押
花
館

◦
申
込
期
限　

５
月
10
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
48
‐
３
９
６
０

山
鹿
市
商
工
会
　
講
演
会

山
鹿
市
商
工
会

◦
日
時　

５
月
17
日
㈮
午
後
２
時

　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

◦
場
所　

ひ
だ
ま
り

◦
入
場
料　

無
料

◦
講
師　

か
ど
お
か
歯
科
医
院

　
　
　
　

院
長　

角
岡
秀
昭

◦�

演
題　
「
戦
国
武
将
に
学
ぶ�

討
死

　
　
　

�

に
覚
悟
の
企
業
経
営
」

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
２
１
４
１

Ｔ
Ｅ
・
Ｍ
Ａ
・
Ｒ
Ｉ
の

小
さ
な
小
さ
な
キ
ル
ト
展

手
島
須
美
代

　

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
バ
ッ
グ
・
小
物

１
０
０
展
を
展
示
し
ま
す
。

◦�

期
間　

５
月
23
日
㈭
〜
25
日
㈯

◦
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦
場
所　

山
鹿
市
寺
島
１
９
８

　
　
　
　
（
自
宅
）

※
駐
車
場
有
り

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
０
５
８
３

鹿
本
地
区
公
民
館
地
域

づ
く
り
講
座
受
講
生
募
集

鹿
本
地
区
公
民
館

「
男
性
料
理
教
室
講
座
」

◦�

日
時　

６
・
８
・
10
・
12
・
２
月
の

第
２
日
曜
日
（
年
間
５
回
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

◦�

場
所　
「
ひ
だ
ま
り
」

　
　
　
　

調
理
実
習
室
・
共
用
室

◦�

募
集
人
員　

25
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◦�

募
集
条
件　

鹿
本
町
在
住
の
男
性

◦�

費
用　

材
料
代
の
実
費
の
み

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
46
‐
５
０
７
５

（
鹿
本
教
育
分
室
内　

田
中
栄
喜
）

　

米
田
小
学
校
長
と
し
て
退
職
す

る
ま
で
、
30
年
以
上
の
長
き
に
わ

た
り
教
職
員
と
し
て
常
に
教
育
に

情
熱
を
注
ぎ
、
誠
心
誠
意
、
努

力
を
惜
し
ま
ず
職
責
を
果
た
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
行
政
の
発

展
に
も
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
鹿
市
視
聴
覚
障
害
者
福
祉

協
会
会
長
を
長
き
に
わ
た
り
務

め
ら
れ
、
中
途
失
明
者
へ
の
点

字
指
導
や
相
談
業
務
お
よ
び
会

員
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
、
視
覚

障
害
者
の
福
祉
の
向
上
と
会
の

発
展
の
た
め
尽
力
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
・
表
彰
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

熊
本
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

坂
本
高
広
さ
ん　

志
々
岐
（
山
鹿
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

豊
田
英
三
郎
さ
ん　

来
民
（
鹿
本
）
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創
立
55
周
年
記
念
講
演
会

山
鹿
回
生
病
院

◦�

日
時　

５
月
11
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◦�

場
所　

八
千
代
座

◦�

内
容　

１
部
「
認
知
症
か
な
と

思
っ
た
ら
」
予
防
・
早
期
診
断
・

治
療
（
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
長　

森
山
茂
）

　
�

２
部　

講
談
と
民
話
の
語
り
舞
台

寿
咲
亜
似　

歴
史
語
り
「
赤
穂
義

士
細
川
家
お
預
け
」
他

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
２
２
１
１

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

ク
ル
ム
コ
ン
サ
ー
ト

湯
之
町
音
楽
団

　

中
西
弾
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
と
江

頭
玲
衣
（
ピ
ア
ノ
）
が
優
し
く
、
語

り
か
け
る
よ
う
な
心
地
よ
い
音
楽
を

演
奏
し
ま
す
。

　

包
み
込
む
よ
う
な
音
を
一
人
で
多

く
の
人
の
心
に
届
け
ら
れ
た
ら
と
い

う
想
い
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
名
を
「
ク
ル

ム
」
に
し
ま
し
た
。

◦
日
時　

５
月
17
日
㈮
午
後
７
時

　
（
開
場
午
後
６
時
30
分
）

◦
場
所　

天
聴
の
蔵

◦�

入
場
料　

２
、０
０
０
円

　

高
校
生
以
下
１
、０
０
０
円

　

未
就
学
児
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
８
０
‐
５
２
７
６
‐
１
８
４
０

（
稗
島
）

鹿
本
高
校
体
育
祭鹿

本
高
等
学
校

◦�

日
時　

５
月
12
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

◦
場
所　

鹿
本
高
校　

グ
ラ
ウ
ン
ド

※�

校
内
に
自
家
用
車
の
乗
り
入
れ
は

で
き
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
利

用
な
ど
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
５
１
０
１

古
川
磨
き
泥
だ
ん
ご

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

山
鹿
・
湯
の
端
美
術
会

　

土
と
水
だ
け
で
、
ピ
カ
ピ
カ
の
泥

だ
ん
ご
を
作
る
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

◦�

日
時　

５
月
５
日
㈰

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所　

天
聴
の
蔵（
ふ
ね
蔵
１
階
）

◦�

対
象　

４
歳
〜
小
学
６
年
生

◦�

定
員　

１
回
５
〜
６
人

　
　
　
　
（
30
人
限
定
）

◦�

会
費　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
８
０
‐
６
４
２
６
‐
４
５
１
９

（
木
部
）

初
心
者
・
初
級
者

テ
ニ
ス
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

山
鹿
市
テ
ニ
ス
協
会

◦
期
間　

５
月
11
日
〜
６
月
８
日

　

毎
週
土
曜
日　

５
回

◦
時
間　

午
後
３
時
〜
５
時

◦
場
所　
一
本
松
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◦
参
加
料　

３
、０
０
０
円

◦�

申
し
込
み　

５
月
９
日
㈭
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
５
９
２
２
‐
７
２
６
７

（
隈
部
）

箏
・
三
絃
・
尺
八
に
よ
る

薫
風
の
た
よ
り

「
薫
風
の
た
よ
り
」
実
行
委
員
会

　

熊
本
や
東
京
で
活
躍
中
の
若
手
演

奏
者
に
よ
る
ラ
イ
ブ
で
す
。

◦
日
時　

５
月
25
日
㈯
午
後
２
時

◦
場
所　

天
聴
の
蔵

◦
入
場
料　

２
、５
０
０
円

　

高
校
生
以
下
１
、０
０
０
円

◦�

曲
目　

リ
ー
プ
、
百
花
譜
、
な
が

ら
の
春　

ほ
か

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６
‐
３
４
６
‐
７
２
８
８

（
小
路
永
）

文
化
講
演
会

山
鹿
文
化
協
会

◦
日
時　

５
月
17
日
㈮
午
前
11
時

◦
場
所　

八
千
代
座
交
流
施
設

◦
講
演
名　

古
文
書
は
面
白
い　

　

藩
の
記
録
に
出
て
く
る
山
鹿
の
話

◦�

入
場
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
１
１
９
８
‐
６
１
７
３

（
木
村
）

山鹿中学校　合唱部　　４月５日
出会いの輪

　山鹿中学校合唱部の１、２年生 23 人が、３月21日
〜 24日に福島県福島市で開かれた、声楽アンサンブル
コンテスト全国大会に熊本県代表として出場し、九州で
は初めてとなる金賞を受賞し、その報告に中嶋憲正市
長を訪れました。
　同部は２年前にも出場予定でしたが、大会直前に東
日本大震災が発生したため、大会が中止となりました。
　今回２年ぶりに全国大会出場が決まり、「自分たちで
義援金を届けたい」との思いから、大会前に山鹿市内
で２回のチャリティーコンサートを開き、募金を募りました。
　同部は大会前日に福島県庁を訪れ、集まった 63,625
円を義援金として福島県の担当者に手渡しました。その
後、福島県いわき市久

ひ さ の は ま ま ち

之浜町の仮設商店街を訪れ、チャ
リティーコンサートで歌った５曲を披露しました。

声楽アンサンブル全国大会で、九州の中学校初の金賞受賞

左から堀田浩
こ う い ち ろ う

一郎教育長、中嶋市長、菅村和
か ず ひ さ

永さん、
田上さん、竹熊汐

し お り

里さん、今本みゆき教諭、大野朗
あ き ひ さ

久校長

　大会では、「聴いている人が笑顔になってほしい。そう
願いながら歌った」と田上愛

あ い り

莉部長。同部は、復興へと
歩みを進める福島県で、出場者たちと美しいハーモニーを
競い合い、音楽仲間としての絆を深めました。
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震
災
を
絶
対
に

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
！

鹿
本
農
業
高
等
学
校

　

私
た
ち
は
被
災
地
の
方
に
「
身
体

の
中
か
ら
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と

考
え
、県
在
来
品
種
「
み
さ
を
大
豆
」

を
栽
培
し
、平
成
24
年
３
月
に
宮
城

県
名
取
市
に
大
豆
粉
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
ミ
ッ
ク
ス
１
、０
０
０
袋
（
２
５
０

ｋ
ｇ
）を
届
け
ま
し
た
。

　
「
震
災
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」と
い

う
現
地
の
方
の
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

２
年
目
の
活
動
と
し
て
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
主
催
「
全
国
高
校
生　
み
ん
な
Ｄ

Ｅ
笑
顔
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」に
参
加
し
、名

取
市
の
笹
か
ま
ぼ
こ
メ
ー
カ
ー
を
元

気
に
し
た
い
と
考
え
、新
商
品
の
開
発

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
試
作
や
試
食
会
な
ど
試

行
錯
誤
の
結
果
、12
月
に
は
み
さ
を

大
豆
を
使
用
し
た
「
枝
豆
笹
か
ま
ぼ

こ
」と
「
お
豆
腐
か
ま
ぼ
こ
」の
商
品

化
に
成
功
し
、現
在
は
宮
城
県
内
を

は
じ
め
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
３
月
27
日
、活
動
の
お
礼
を

し
た
い
と
考
え
、再
び
名
取
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

震
災
後
丸
２
年
が
経
過
し
て
も
復

興
が
進
ま
な
い
状
況
に
胸
が
苦
し
く

な
り
ま
し
た
が
、「
君
た
ち
が
、ま
た
来

て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」と
皆
さ

ん
の
温
か
い
言
葉
に
こ
れ
ま
で
活
動
し

て
き
て
よ
かっ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

名
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ

め
、現
地
の
高
校
生
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
、被
災
地
の
応
援
と
震

災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、こ
れ
か

ら
も
私
た
ち
農
業
高
校
生
に
で
き
る

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

柔
道
部
員
募
集

鹿
央
米
野
岳
柔
道
ク
ラ
ブ

　

日
々
努
力
す
る
過
程
を
大
切
に

し
、
勝
負
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
基
本

を
身
に
つ
け
さ
せ
将
来
を
見
据
え
た

指
導
を
行
い
ま
す
。

◦
練
習
日　

週
３
回

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

※�

半
年
間
の
練
習
日
程
表
を
配
布
し

ま
す

◦
場
所　

米
野
岳
中
学
校
武
道
場

◦
会
費　

１
、０
０
０
円
／
月

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
36
‐
２
５
０
５（
指
導
者　

平
川
）

☎
０
５
０
‐
３
６
７
６
‐
８
３
６
３

（
保
護
者
代
表　

森
）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶小島健次絵画個展
 　四季折々の花を水彩画で表現します。
�　期間　５月１日㈬〜 15 日㈬（日曜日定休）
�　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00）
⃞▶須賀幾男米寿記念展
　 大正 15 年生まれ 88 歳
 　四季の渓谷を水彩で描く
�　期間　５月 16 日㈭〜 31 日㈮（日曜日定休）
�　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00）

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設　展示場）
問☎ 36 ‐ 3838（月曜日定休）

⃞▶染物と小物展
　 江藤朝子さん（鹿央）
　 期間　５月１日㈬〜 15 日㈬
　 時間　10：00 〜 17：00
⃞▶竹工芸展
　 相川博さん（山鹿）
　 期間　５月 16 日㈭〜 31 日㈮
　 時間　10：00 〜 17：00

第
１
種
電
気
工
事
士

４
人
合
格

鹿
本
商
工
高
等
学
校

　

鹿
本
商
工
高
校
電
気
科
で
は
、
電

気
工
事
士
資
格
の
取
得
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
第
２
種

電
気
工
事
士
に
合
格
し
て
い
る
生
徒

が
第
１
種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
４
人
が
合
格
し
県
内
工
業
関
係

高
校
で
合
格
者
数
・
合
格
率
と
も
に

ト
ッ
プ
で
し
た
。

　

第
２
種
で
は
、
住
宅
等
の
電
気
設

備
工
事
に
従
事
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
第
１
種
に
合
格
し
た
こ
と

で
、
工
場
や
ビ
ル
等
の
電
気
設
備
の

作
業
に
従
事
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

つるばら（山鹿市山鹿 1495）
問☎ 43 ‐ 8920

⃞▶グループ　レベルⅡ　作品展
 　ＮＨＫカルチャーで共に絵を描いた仲間の作品
を展示します。
　 期間　５月 28 日㈫まで
　 時間　10：00〜18:00（毎週水曜日・第2火曜日は休日）
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●お問い合わせ、申し込みは　山鹿市役所 秘書課　TEL ４３−１１１２

利用しませんか！出前講座・市長と語ろう
　市では、市民の皆さんを対象に「出前講
座」と「市長と語ろう」を実施します。
　「出前講座」は、市政を分かりやすく伝え
たり、郷土の歴史や文化、生活の知恵など
をお話ししたりします。
　関心ある市政情報など、聞いてみたい
テーマを左ページのメニューから選んで“ ご
注文”ください。市の担当職員などが、直接
皆さんの所にお伺いします。
　前年度は、市民団体や社会福祉団体な
どから、127 件の申し込 みがあり、延べ
3,400 人が受講。中でも、「さくら湯再生に
ついて」「生活習慣病予防について」「正しく
理解しましょう！「認知症」などのテーマが
多く利用されました。

　「市長と語ろう」は市政への提案や意見
を聞き、市民の皆さんとの対話を通して相
互に理解を深め、市政へ反映していくため、
市長が直接皆さんのところにお伺いします。
どうぞ遠慮なくご利用ください。
　前年度は、行政区や市民団体から 3 件
の申し込みがあり、約 100 人が市長と意
見交換を行いました。
　詳しくは秘書課までお問い合わせください。

「出前講座」・「市長と語ろう」申込方法
●実施日▷各年度の土日、祝日を除く日
● 申し込みできる人▷主として山鹿市内に在住、または通勤、通学しているおおむね 10 人以上の団体、グルー
プなどでお申し込みください。ただし、政治、宗教、営利目的の団体などについてはご遠慮ください。

● 開催時間など▷原則として下記のとおりです。ただし都合により時間などについてご相談する場合があります。
　出前講座
　　・開催時間は１時間程度です。
　　・�開始時間は午前 10 時で、終了時間は遅くとも午後９時までです。
　市長と語ろう
　　・開催時間は２時間以内です。
　　・�開始時間は午前 10 時で、終了時間は遅くとも午後９時までです。
● 会場の手配など▷会場の手配や講座のお知らせ、当日の進行などは申込者側でお願いします。
● 申し込み方法▷出前講座は上記のメニューから希望テーマを選んでください。
　�開催希望日の１カ月前までに秘書課に直接おいでいただくか、電話または FAXで申し込みください。
※�「市長と語ろう」は、行政に対する苦情や要望を受ける場ではありません。

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
伺
い
ま
す

平成 25年度　山鹿市出前講座メニュー
分野 No 講座名 担当課

市
民
の
く
ら
し

1 地域づくりについて 企画課
2 自主防災組織育成講座 総務課
3 交通安全講座 総務課
4 市民税について 税務課
5 固定資産税について 税務課
6 山鹿市の下水道について 下水道課
7 山鹿市の水道について 水道課
8 ごみの分別・リサイクルについて 環境課
9 省エネ・節電対策について 環境課
10 景観まちづくりについて 都市計画課
11 都市計画について 都市計画課
12 消費生活相談出前講座 商工課
13 さくら湯再生について 観光課
14 観光振興の取り組みについて 観光課

市
民
の
福
祉
と
健
康

15 子どもの健康づくりについて（食生活や予防接種等） 健康増進課
16 生活習慣病予防について 健康増進課
17 健康づくりのための食生活について 健康増進課

18 男女共同参画について (男女共同参画社会づくり、セクシュアルハラスメント、ドメスティックバイオレンス ) 企画課

19 糖尿病（DM）の予防・教育（木曜日は除く） 市民医療センター
20 家庭でできるリハビリ（火曜日は除く） 市民医療センター
21 薬の基礎知識（火・木曜日以外の午後） 市民医療センター
22 はじめましょう！「いきいき介護予防」 介護保険課
23 正しく理解しましょう！「認知症」 介護保険課
24 みんなで支える「介護保険制度」と「サービス」について 介護保険課
25 障がい福祉について いきがい推進課
26 在宅高齢福祉について いきがい推進課

産
業

27 農家支援事業について 農林振興課
28 鳥獣被害防止について（防護柵、電気柵支援等） 農林振興課
29 山鹿市の和紙工芸について 商工課

教
育
・
文
化

30 人権のまちづくり講座 人権啓発課
31 読書の楽しみ 社会教育課
32 幼児期・学齢期の子育て・孫育て 社会教育課
33 教養講座「知る」を楽しむ　山鹿の歴史 文化課
34 文化財の宝石箱！山鹿の文化財 文化課
35 弥生のすごい宝が眠っている　方保田東原遺跡 文化課
36 全国に誇れる文化財　山鹿の装飾古墳群 文化課
37 日本一の芝居小屋　八千代座の歴史 文化課
38 本物の古代に触れる市立博物館とチブサン古墳（現地研修）文化課
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

二
月
例
会

互
選
句

私
し
な
ら　

そ
こ
で
一
言
言
お
ご
た
る

石
本　

邦
昭

念
入
れ
ち　

磨
い
た
靴
ば
履
き
ち
が
え

中
満　

晨
子

私
し
な
ら　

包
う
だ
し
こ
は
飲
う
じ
く
る

伊
藤　
　

元

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

三
月
例
会

木
村
圭
吾
選

こ
ら
な
ん
な　

違
い
す
ぎ
と
る
見
積
書

小
野
三
ツ
葉

思
い
込
み　

言
う
た
つ
も
り
が
言
う
と
ら
ん

酒
井
誠
之
助

日
向
ぼ
っ
こ　

心
の
ゆ
と
り
ほ
し
か
ね
ぇ

稗
田　
　

恵

い
や
ば
い　

火
中
の
栗
を
拾
う
の
は

遠
藤　

上
気

大
人
げ
な
い　

真
ぽ
し
言
わ
れ
は
り
か
か
す

鳥
巣
万
年
青

竹
下
賀
松
選

い
や
ば
い　

体
罰
の
あ
る
部
活
な
ら

長
瀬　

狂
介

長
生
き
し
て　

ひ
孫
を
抱
い
て
あ
や
し
た
い

田
木　

京
花

こ
ら
な
ん
な　

お
返
し
な
ん
て
い
ら
ん
ば
い

三
代
ミ
ン
子

大
人
げ
な
い　

柔
ら
強
化
に
鞭
振
る
い

渡
辺　

一
久

日
向
ぼ
っ
こ　
レ
ー
ス
カ
ー
テ
ン
閉
め
な
っ
せ

平
野　

和
子

山
鹿
俳
句
会　

三
月
例
会

利
光
釈
郎
選

六
方
を
踏
ん
で
成
田
屋
春
一
番　
　
　
　
　

松
下　

圭
士

な
つ
か
し
き
紙
風
船
や
置
藥　
　
　
　
　
　

松
井　

夕
子

子
ら
も
ゐ
て
四
百
年
祭
彼
岸
寺　
　
　
　
　

本
田　

孝
子

銀
河
俳
句
会

春
風
や
さ
く
ら
湯
の
端
に
ぎ
や
か
に　
　
　

三
森　

京
子

こ
ま
打
ち
の
榾ほ

た

ぎ木
積
ま
れ
て
寒
明
く
る　
　

酒
井　

睦
美

山
桜
ほ
の
か
に
白
く
暮
れ
残
る　
　
　
　

内
古
閑
ひ
と
み

新
人
俳
句
講
座

木
村
圭
吾
選

種
芋
を
選
び
し
農ひ

と婦
の
指
太
し　
　
　
　
　

原　

ケ
イ
子

公
園
で
は
じ
め
て
あ
ん
よ
す
み
れ
咲
く　
　

坂
本　

明
子

田
の
畦
に
つ
く
し
親
子
の
背
く
ら
べ　
　
　

木
村
マ
チ
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

三
月
例
会

老
幹
は
母
の
ふ
と
こ
ろ
大
桜　
　
　
　
　
　

村
上　

真
一

春
風
の
リ
ズ
ム
に
合
は
す
吾あ

こ子
の
足　
　
　

福
島　
　

恵

春
風
に
吹
か
れ
近
づ
く
別
れ
の
日　
　
　
　

尾
田　

大
空

鹿
本
町
俳
句
教
室　

三
月
例
会

利
光
釈
朗
選

音
も
な
く
静
に
流
る
春
の
水　
　
　
　
　
　

荒
木　

文
子

堰
あ
れ
ば
堰
と
遊
び
て
春
の
水　
　
　
　
　

渡
邊　

津
代

何
時
の
間
に
青
菜
は
ど
れ
も
莖
立
て
り　
　

福
島　

幸
代

菊
鹿
短
歌
会　

三
月
詠
草

南
天
の
赤
実
す
べ
て
を
喰
ひ
つ
く
す
鵯
の
群
れ
憎
し
み
も
あ
り　
　
　
　

��

井
手
上
いつ
子

温
き
日
に
切
干
し
大
根
つ
く
り
を
り
亡
母
の
長
切
り
思
ひ
出
し
つ
つ　
　
　

長
野　

節
子

庭
先
の一
樹
が
零ふ

ら
す
樫
落
ち
葉
わ
れ
の
朝
夕
も
見
て
き
し
末
か　
　
　
　

�

中
原
ち
え
子

鹿
央
短
歌
会　

三
月
作
品

紅
白
の
梅
も
見
事
に
咲
き
揃
ひ
日
の
丸
は
た
め
く
如
月
の
庭　
　
　
　
　

��

竹
原　

黎
子

畑
に
立
ち
阿
蘇
の
煙
を
眺
む
れ
ば
「
明
日
は
天
気
」と
祖
父
の
声
す
る　
　

木
下　

精
子

初
仕
事
地
下
足
袋
の
ハ
ゼ
し
か
と
留
め
気
の
向
く
ま
ま
に
鼻
打
ち
返
す　
　

有
働
サ
ツ
キ

鹿
本
町
短
歌
会　

三
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

いつ
し
ら
に
庭
の
紅
梅
ま
盛
り
を
思
は
ず
見
上
げ
心
安
ら
ぐ　
　
　
　
　
　

出
井
セ
キ
子

肉
太
に
友
が
精
魂
込
め
し
〝
夢
〟薄
墨
い
ろ
に
慈
愛
こ
も
れ
り　
　
　
　
　

荒
尾
智
恵
子

裏
庭
に
あ
ま
た
ほ
こ
ろ
ぶ
や
ぶ
椿
し
ず
む
心
に
明
か
り
射
し
た
り　
　
　
　

中
山　

秀
子

石
人
短
歌
会　

三
月
例
会

富
田
豊
子
選

靄
晴
れ
し
朝
光
と
ど
く
池
の
岸　
二
羽
の
水
鳥
羽
休
め
ゐ
る　
　
　
　
　

��

上
妻
千
佐
子

生な
り
は
ひ業
の
節
目
と
な
し
て
豆
腐
に
て
折
れ
針
を
さ
し
供
養
を
し
た
り　
　
　

��

鬼
木　

芳
子

木
蓮
の
白
き
花
咲
く
空
高
く
春
告
げ
て
を
り
千
の
花
び
ら　
　
　
　
　
　

�

清
田
芙
佐
江

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　
四
月
例
会

は
ら
は
ら
と
散
り
ゆ
く
花
よ
白し

ろ

桜
ひ
そ
か
な
る
か
な
夕
べ
の
庭
は　
　
　
　

皆
本　

幸
子

栗
大
木
根
元
の
椿
守
る
ご
と
二
輪
の
紅

く
れ
な
ゐし
っ
か
と
咲
け
り　
　
　
　
　
　

��

池
田　

敏
子

南
国
で
戦
死
の
兄
の
法
要
を
す
白
百
合
ひ
ら
く
御
堂
で
手
合
は
し　
　
　

��

平
野　
　

妙

鹿
北
町
短
歌
会　
四
月
詠
草

寒
た
ま
ご
風
邪
予
防
と
て
頂
き
し
心
が
う
れ
し
黄
味
の
色
に
も　
　
　
　
　
弓
掛
む
つ
子

幸
の
使
者
か
と
思
う
わ
が
庭
に
ウ
グイ
ス
鳴
く
を
愛
し
み
見
上
ぐ　
　
　
　

西
牟
田
節
代

薄
こ
ろ
も
ぬ
ぎ
ゆ
く
ご
と
く
霧
は
れ
て
明
け
た
る
里
は
花
盛
り
な
り　
　

��

貞
熊
喜
美
子



17　2013.5.1　広報やまが

新着図書ピックアップ《今月は鹿央公民館図書室から》

問い合わせ先
社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651
鹿本図書館　　　　☎ 46 ｰ 1310
鹿北教育分室　　　☎ 32 ｰ 2059
菊鹿教育分室　　　☎ 48 ｰ 3111
鹿央教育分室　　　☎ 36 ｰ 2183

蔵書場所の省略表記
中央公民館図書室　【中央】　鹿本図書館　　　　【鹿本】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【鹿央】 【中央】
【鹿本】
【菊鹿】
【鹿央】

【鹿本】
【鹿央】

ねむりひめ
荒井　良二／著　NHK 出版

　100 年眠っていたおひめさまが王
子との出会いで現代に目覚めた物
語。（絵本）

　イラク戦争の時に本を守るため、命
をかけた図書館員の本当のお話。（漫
画）

3 万冊の本を救ったアリーヤさんの大作戦
マーク・アラン・スタマティー/ 著　国書刊行会

富士山うたごよみ
U.G. サトー／著　福音館書店

　奇想天外な絵、みずみずしい感性
の短歌、子どもも大人も日本の四季を
楽しめる絵本。

催しスケジュール
中央公民館和室（移転先）
・おはなし会
　日時▷５月22日㈬　午後３時から
鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷ ５月11日㈯・18日㈯・25日㈯
　　　　　�　　　　　　 　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷ ５月７日㈫・14日㈫・21日㈫
　　　　　�28日㈫　　　   午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷ ５月７日㈫・14日㈫・21日㈫
　　　　　�28日㈫　   午前10時45分から

今月の休館日
中央公民館図書室（移転先）
　▷５月27日㈪
鹿本図書館
　▷５月３日㈷・４日㈷・５日㈷・６日㉁
　　　13日㈪・20日㈪・27日㈪・31日㈮

　元近畿大学教授で
地質学者の冨田克敏
( 鹿本町出身 )さん
へふるさとやまが大使
任期満了に伴う再任
の委嘱状交付を行い
ました。再任された
冨田さんから以下の
コメントを頂きました。

　「故郷の山鹿にお役に立ちたいと菊池川自然塾をつくり、
故郷の子どもと若者に“見慣れた自然に驚きと感動 ”を味
わってもらおうと活動を始めて２年経った平成 22 年に「ふ
るさとやまが大使」に委嘱されました。以来、私は、菊池
川自然塾をますます多くの人に知ってもらい、参加して自然
のふしぎさ、奥深さを体感してほしいと活動を強めました。
また、私が関わったところで、故郷での活動である菊池川
自然塾を紹介し、山鹿はどんなところかを話してきました。

「ふるさとやまが大使」通信
友人にも菊池川自然塾に来て活動を助けてもらい、山鹿
の素晴らしさを味わって貰うようにしてきました。その結果
は、少しずつですが、成果が出てきているように思ってい
ます。
　それから３年経ちまして、このたび「ふるさとやまが大使」
に再委嘱されました。これまでの活動をさらに強めるととも
に、他の「ふるさとやまが大使」の方 と々協力して、どうす
れば、これまで以上に住みやすい、楽しい山鹿になるのか、
山鹿の素晴らしさを日本のみならず世界の人々に知っても
らい、山鹿に行ってみたいと思ってもらうために、どうすれ
ばよいか、知恵を出し合ってみたいと思います。
山鹿市の皆さんに、菊池川自然塾がますます活発に活動
できますように、ご協力とご支援をお願いするとともに、多
くの小学生、中学生、高校生が菊池川自然塾に参加して
くださることを願っています」

【問い合わせ先】企画課　☎４３－１１１４

中嶋憲正市長からふるさとやまが
大使再任の委嘱を受ける冨田さん
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人
々
が
山
鹿
に
暮
ら
し
始
め
る
よ

り
ず
っ
と
昔
の
山
鹿
市
の
様
子
は
ど

の
よ
う
だ
っ
た
か
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
今
回
は
太
古
の
昔
の

山
鹿
の
様
子
を
知
る
手
が
か
り
と

し
て
山
鹿
市
で
産
出
す
る
化
石
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

菊
鹿
町
相
良
に
あ
る
相
良
寺（
相

良
観
音
）
か
ら
さ
ら
に
奥
に
入
っ
た

相
良
山
の
麓
で
は
植
物
化
石
が
産

出
し
ま
す
。「
相
良
植
物
化
石
」
と

呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
化
石
を
含
む

地
層
は
３
１
０
〜
４
１
０
万
年
前

に
形
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
層
は
凝ぎ

ょ
う
か
い
か
く
れ
き
が
ん

灰
角
礫
岩
に

挟
ま
れ
た
凝
灰
質
シ
ル
ト
岩
と
砂さ

が

ん岩

の
互ご

そ

う層
（
交
互
に
重
な
っ
た
地
層
）

で
、
そ
の
厚
さ
は
25
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
程
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
凝
灰
岩
と
は
火
山
灰
が

固
ま
っ
て
岩
石
に
な
っ
た
も
の
で
、

凝
灰
角
礫
岩
と
は
火
山
の
噴
火
の
と
き
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
火

山
灰
と
岩
片
が
降
り
積
も
っ
て
固
ま
っ
た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
相
良
植
物
化
石
は
噴
火
の
合
間
に
で
き
た
水
た
ま
り
に
堆

積
し
た
シ
ル
ト
（
泥
）
や
砂
の
中
に
、
植
物
の
葉
や
実
が
運
び
込

連載第91回

鹿
北
町
星ほ

し
わ
ら
や
ま

原
山
お
よ
び
菊
鹿
町

相あ

い

ら

や

ま

良
山
の
植
物
化
石
に
つ
い
て

（
鹿
北
町
椎
持
・
菊
鹿
町
相
良
）

電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
の
架
空
請
求
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

【
事
例
】

●　

�

身
に
覚
え
の
な
い
最
終
通
告
メ
ー
ル
が
届
き
、
業

者
に
電
話
連
絡
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●　

�

心
あ
た
り
の
な
い
「
登
録
完
了
」
メ
ー
ル
が
届
き
、

退
会
処
理
を
し
た
ら
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

●　

�

業
者
に
電
話
を
し
た
ら
、
次
々
と
費
用
を
請
求
さ

れ
、
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

●　

�

退
会
処
理
の
た
め
請
求
さ
れ
た
料
金
を
支
払
っ
た

ら
、
次
々
と
料
金
請
求
メ
ー
ル
が
届
く
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●　

�「
裁
判
」「
法
的
措
置
」
な
ど
の
言
葉
で
不
安
を
あ

お
り
「
退
会
処
理
希
望
の
方
は
大
至
急
連
絡
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
業
者
に
連
絡
を
取
ら
せ
よ
う
と
す

る
手
口
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
業
者
に
連
絡
す
る

と
、
電
話
番
号
な
ど
を
知
ら
れ
て
し
ま
い
、
さ
ら

に
強
硬
な
請
求
に
変
わ
り
、
一
度
支
払
う
と
次
々

に
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

●　

�

請
求
者
に
は
連
絡
を
せ
ず
、
新
た
な
個
人
情
報
を

知
ら
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
利
用
し
た
覚
え
が

な
い
請
求
は
、
支
払
わ
ず
に
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
課
内
）

☎
４
３
‐
１
４
１
３

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

ま
れ
、
埋
も
れ
て
化
石
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

　

こ
れ
と
よ
く
似
た
植
物
化
石

は
相
良
地
区
か
ら
約
６
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
北
の
鹿
北
町
椎
持
の
星
原

層
か
ら
も
産
出
し
、「
星
原
植
物

化
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

相
良
お
よ
び
星
原
化
石
の
種

類
を
示
し
ま
す
。
相
良
植
物
化

石
は
十
四
科
二
十
属
二
十
五
種

が
知
ら
れ
、
そ
の
う
ち
で
ク
ヌ
ギ
が
最
も
多
く
産
し
て
４
１
．

７
％
、
次
い
で
フ
ジ
が
２
１
．
９
％
、
コ
ナ
ラ
が
７
．
５
％
、
モ

ミ
ジ
バ
フ
ウ
が
５
．
４
％
で
、
そ
の
他
は
５
％
未
満
の
産
出
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
植
物
化
石
群
の
特
徴
は
現
在
の
冷
温
帯
の
落
葉

広
葉
樹
林
に
属
す
る
も
の
（
イ
ヌ
シ
デ
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ニ
レ
、

ケ
ヤ
キ
、
エ
ノ
キ
や
モ
ク
レ
ン
の
仲
間
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ヘ
ラ
ノ
キ

な
ど
）と
暖
温
帯
の
常
緑
広
葉
樹
林
に
属
す
る
も
の（
シ
ラ
カ
シ
、

ク
ス
ノ
キ
、カ
ゴ
ノ
キ
、ケ
ン
ポ
ナ
シ
）
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
星
原
植
物
化
石
群
（
二
十
六
科
四
十
四
属
五
十
六
種
）

が
ブ
ナ
の
産
出
が
45
％
を
占
め
て
、
そ
の
構
成
種
の
多
く
が
冷
温

帯
の
落
葉
広
葉
樹
林
に
属
し
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
相

良
植
物
化
石
群
の
方
が
幾
分
温
暖
な
要
素
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

地
層
が
形
成
さ
れ
た
順
序
で
は
星
原
層
が
相
良
層
よ
り
少
し

古
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、星
原
層
が
形
成
さ
れ
た
時
期
か

ら
相
良
層
が
形
成
さ
れ
た
時
期
に
か
け
て
気
候
が
温
暖
化
し
た

と
考
え
ら
ま
す
。化
石
は
こ
の
よ
う
に
、地
層
の
形
成
さ
れ
た
時
期

や
当
時
の
気
候
ま
で
も
推
定
す
る
手
が
か
り
と
も
な
る
の
で
す
。

　
紹
介
者

　
前
山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　

古
家　

修
さ
ん

　
　
　
　
（
山
鹿
市
山
鹿
）

相良寺 卍 県
道
９
号

県
道
１
８
号

旧岳間小学校

星原植物化石

相良植物化石

星原山

文
内田小学校

菊鹿町相良山での植物化石採集の様子

化石産出場所の位置図

鹿北町星原山産出のブナの化石

鹿北町星原山の植物化石を含む地層
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環境だより環境だより

問…環境課　☎43-7211

◎光化学スモッグとは
　これから、日差しが強くなるに伴い、『光化学スモッグ』が発生しやすい季節にな
ります。気温が 20℃以上で、風が弱く、晴れているのに空に白くもやがかかる日には、
光化学スモッグに注意が必要です。

◎光化学スモッグ注意報とは
　光化学スモッグが発生すると「目
がチカチカする」「のどがイガイガ
する」などの症状が現れることが
あるため、光化学オキシダントの
濃度が基準を超えたら「光化学ス
モッグ注意報」を発令します。注
意報が発令されたら屋外での運動
などをやめ、できるだけ早く室内
に入ってください。
　もし症状が現れたら、水道水などのきれいな水で洗眼、うがいなどを十分に行い休
息してください。それでも回復しない場合や、咳や頭痛などの他の症状が続く場合は、
医師の診察を受けるとともに、市役所や保健所までご連絡ください。

◎光化学スモッグ注意報の発令に注意してください。
　熊本県では、注意報の発令と同時にメールを配信する「大気環境情報メール」サー
ビスを行っています。ぜひ登録いただき、注意報が発令されたら、屋外で運動などを
控えるようにお願いします。なお、このメールで PM2.5の注意喚起のお知らせも配
信します。

※「大気環境情報メール」登録方法
「sky@123123.tv」に空メールを送信し、自動返信されるＵＲＬにアクセス
して、指示に従って登録してください。　　��　　　QRコードはこちら→

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 2635　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455
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なぜ、幼児期に感性を育てるの？

特別な人はいない、特別な努力を！
熊本県立鹿本高等学校教育講演会

　３月に本校卒業生で、ロンドンパラリンピック金メダリスト
の浦田理恵先輩をお招きして、ゴールボールで生徒と対戦

したあと、「夢への挑戦」と題して講演をして
いただきました。さまざまな困難を乗り越えて
こられたポジティブな生き方に、生徒、職員全
員勇気をいただきました。先輩が語られた
「挨拶や感謝
の気持ちを常

に欠かさず、当たり前のこと
を徹底的に当たり前にやっ
た」平凡の中の非凡さに感
動し、教えられました。

知の世界への誘い
特定地域支援事業「出張授業」
　熊本大学の先生方を
お招きして、出張授業を
実施しました。今回は、
理学部、医学部、文学
部の先生から、貴重な
体験と専門性の高いお
話を高校生にもわかりや
すく講義していただきました。
　文学部長の大熊教授は、「数学が出来なくったって生
きていける！　フランス詩に見る１＋１＝？の世界」と題して、
高校生にもわかりやすく、フランス詩の魅力と美しさをユー

モアを交えて講義していただき、生徒にも
大好評でした。これからも、鹿本高校は
熊本大学との連携強化に取り組み生徒の
「学びたい」に応え、近隣地域の中学生
にも取り組みを広げていきたいと考えており
ます。

ニュースレター　熊本県立鹿本高等学校鹿本高等学校

　大人になって水道の蛇口から水がポトポト流れ落ちても「もったいない」と感じない。赤ちゃんが大泣
きしているのになぜかを考えてあやそうともしない。電車の中をわが子が走り回って周囲に迷惑をかけて
いるのに注意できない。家の中にごみが落ちて散らかっていても汚いと感じない。そんな生き方をどう思い
ますか。
　大人になって周囲の雰囲気・状況が正しく判断できる生き方は幼児期に感性（感じる能力）を育て「な
ぜか」を教える事が大切だといわれています。

●鹿本高校データ●　那須髙久校長　生徒数 817 人

どうしたら、感性を育てることができるの？
　子どもたちが出会う出来事の一つ一つが、やがて知識や知恵を生み出す種だとしたら、豊かな情緒や
感性はこの種子を育てる土です。この土を栄養たっぷりにするには、子ども時代に美しいもの、未知なも
の、神秘的なものに目を見はるものを与えてくれる自然に触れることです。それは学びの基礎となるばかり
でなく人生を豊かに楽しむために必要なことです。
　大人も子どもと一緒に戸外に出て自然を探検し、発見の喜びに胸をときめかせてみましょう。自
然は、嵐の日もおだやかな日も、夜も昼も、憂

ゆううつ

鬱そうに見える日も子どもたちへの一番大切な“感じる
経験”という贈り物を用意しておいてくれることでしょう。たとえば雨の公園に出かけてみましょう。
濡れたり、雨の音を聞いたり、雨のしずくを触ったり、水たまりに入ったり・・・などの経験を親子で
楽しむごとに、心の土は豊かに耕されていくのです。その土には、物事を感じる力、生きるための知
恵、人を思いやる心といった花が咲くことでしょう。



わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園
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つなごう ひろげよう 山鹿 子育ての輪
親として思うこと

山鹿保育園☎ 43 − 1153
父として…子どもを送っていくと、歓声と笑顔があふれてい
る、にぎやかな保育園の朝です。山鹿保育園では、山鹿灯籠
踊りや子どもみこし、幼年消防クラブへの参加など、生まれ
育った「ふるさと山鹿への思い」を大切に育てておられます。
　「山鹿の子どもたちのために、百年先の遺伝子たちのため
に、たとえ明日の世界がなくなろうとも、私たちは今日、種をま
き、水をあげましょう」これからも、みんなで力を合わせて子
育ての輪をつないで、ひろげていきましょう。
母として…私立から公立へとわが子を移すことに多少の不
安がありましたが、すぐにそれはなくなりました。
　先生方の意識の高さは、年々優れたものを感じます。もち
ろん子育て支援に携わっている全ての方のご尽力あっての
ことですが、日々私たち保護者を励ま
し、何より子どもたちの健やかな笑顔
を大切にしてくださっているのは、現
場の先生方です。これからも子どもた
ち一人一人の個性を尊重した保育
体制で「自分育て」をさせていただ
いている私たちへのご指導を続けて
くださることを願っています。

保護者　森川俊介・万里

　稲田小児童会で
は、平成 24 年度「笑
顔 100 倍稲田っ子」
をスローガンに掲
げ、各学級や委員会
で様々な取組を進め
てきました。

　企画運営委員会では、「笑顔」を 100 倍にするため
にはまず「あいさつ」ができる稲田っ子でありたいと
いう思いから、全校児童に募集して決めたあいさつマ
スコット「アイトラ」の人形を作成し、毎朝あいさつ

運動を展開してきました。
　特に３学期には、「あいさつ
運動参加者 800 人」を目標に、
企画運営委員会が全校児童に
あいさつ運動への参加を呼び
かけました。企画運営委員８
人の 100 倍の数ということで
800 人を目標としたようです。
参加した子どもは、アイトラ
の服にシールを貼るように
なっていました。アイトラ人
形の服が夏服のため、シール
でいっぱいにして冬服にしようというアイディアのた
めです。
　そして３月 14 日、ついにあいさつ運動参加者が目
標の、のべ 800 人を突破し、アイトラの洋服がシー
ルで埋め尽くされました。この取り組みをとおして、
稲田っ子の朝のあいさつの声に元気が増してきまし
た。

「あいさつ 100倍稲田っ子」
～企画運営委員会の取り組み～

稲田小学校

あたたかい保育園に支えられ
八玉保育園☎ 43 − 5181

　「『ここは俺のトイレだけん使ったらだめ！』今日は
トイレの縄張りをしっかりと主張されていました」息
子よ、君は保育園でそんなことをしていたのか！ある
日の連絡帳を読み、穴があったら入りたいくらい恥ず
かしくなる。しかし、園での出来事を的確に伝えてい
ただく連絡帳は、私たち親にとって楽しみの一つでも
ある。一日のうちの大半を園で過ごす息子の姿を知る
ことで、親の知らない息子の一面に気付き、反省したり、
時にはうれしくなったりもする。登園時、泣いて離れ
ない我が子に後ろ髪を引かれる思いで躊

ちゅうちょ

躇していると
「お母さん大丈夫ですよ」笑顔で息子を抱っこしてくだ
さる先生に励まされ職場へと向かう。「もうこんな時
間！」夕方、慌てて保育園に向かうと「ママ〜」笑顔
の息子と先生に出迎えられる。
　バタバタと慌ただしい毎日の中、厳しくも温かい先
生方、そしてお友達に支えられ、私は今日も仕事をす
ることができ、息子
も日々成長してくれ
ていることに、ただ
ただ感謝の気持ちで
いっぱいです。
保護者　福山純子

●稲田小学校データ●　島木浩次校長　児童数 98 人



このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
山鹿健康福祉センター内　健康増進課（保健師）☎４３‐００５０
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
１歳６か月児健診

〔山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央、23 年9 月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

12 13 14 15 16 17 18
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

３・４か月児健診
（25 年 1 月生）
７・８か月児健診

（24 年 9 月生）
（三玉・菊鹿・鹿本）
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
〔山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央、22年1月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

19 20 21 22 23 24 25
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

３・４か月児健診
〔山鹿（三玉を除く）・鹿
北・鹿央、25 年 1 月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・鹿本、
23 年 9 月生 )
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
〔大道・三玉・菊鹿・鹿本、
22 年 1 月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

26 27 28 29 30 31
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

７・８か月児健診
〔山鹿 ( 三玉を除く)・鹿
北・鹿央、24 年 9 月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館

【鹿央多目】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター
【カルチャー】　カルチャースポーツセンター

【山 健  福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習
　　　　　　健康セ ンターひだまり

５健康カレンダー
月

乳幼児健診の対象のお子
さんには個別通知を出し
ています。届いていない
場合は、健康増進課へ連
絡してください。

母子健康手帳交付時に持参するもの
◦妊娠証明書◦印鑑
◦上のお子さんの母子健康手帳
※�母子健康手帳交付の日程で都合が悪い場合
は、相談に応じますのでご連絡ください。

● 憲法記念日 ●
みどりの日

●
こどもの日

● 振替休日

ヘルスメイト（食生活改善推進員）養成講座受講生募集
　バランスのとれた食事は健康の基本です。自らの健康状態や生活習慣病の予防方法を知ることのできる講座へ参加して、
健康や食生活について学び、ヘルスメイト（食生活改善推進員）になって、講座で得た知識を家庭や地域で生かしてみ
ませんか？
●募集人数　30 人（定員になり次第締め切り）　　●受講料　無料　※ 調理実習の際は米 0.5 合を持参してください。
●時間　午前 9 時 30 分〜
　　　　午後 1 時
●場所　山鹿健康福祉センター
●対象　山鹿市在住の人
● 申し込み方法　電話またはファックスで、氏名・生年月

日・住所・電話番号を連絡の上、申し込んでください
●申込期日　５月 31 日㈮まで
●申し込み・問い合わせ先
  健康増進課（栄養士まで）
☎ 43 − 0052　� 43 − 1164

平成 25 年度カリキュラム
開　催　日 内　　　　　　　　容

１ ７月 11 日㈭
開講式
ヘルスメイトとは？

２ ８月 29 日㈭ 子どもの健康と食事
３ ９月 12 日㈭ 生活習慣病について
４ 10 月 10 日㈭ 自分の体を知ろう！（血液検査の結果から）
５ 11 月 14 日㈭ 健康づくりのための食生活
６ 12 月   9 日㈪ 閉講式
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訂正とおわび
広報やまが４月号の「平成 25 年度　個別
予防接種協力医療機関」の表の中で誤りが
ありましたの訂正しておわびします。

【子宮頸がん予防ワクチン】
◦接種対象者　小学６年生から高校１年生年齢相当の女
性（小学６年生の女子で希望する人は、受けることがで
きますが、接種の標準年齢は中学１年生です）
高校１年生は、接種期限が平成 26 年３月 31 日までと
なりますので、早めに接種を開始してください。
◦料金　接種対象者は無料です
◦接種回数　３回
◦接種スケジュール　ワクチンが２種類あり、それぞれ
間隔が異なります。３回とも同じワクチンで接種してく
ださい。

【ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン】
◦接種対象者　生後２月から生後 60 月に至るまで（５
歳の誕生日の前日まで）
◦料金　接種対象者は無料です
◦接種回数　１回から４回
◦接種スケジュール　接種を始める月齢により接種間
隔、回数が異なります。
※ 接種するときは、電話予約が必要です。実施している

医療機関については、広報４月号をご覧ください。
※ 母子健康手帳、予診票を医療機関にご持参ください
　（予診票は、健康増進課または各総合支所にあります）
※ 保護者の同伴が必要です。保護者が同伴できない場合

は、予防接種委任状を医療機関に提出してください。
（委任状は健康増進課または各総合支所にあります）

子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児
用肺炎球菌ワクチンの定期接種が始まりました

山鹿市民
医療センター通信
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山鹿市民医療センター
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　山鹿市国民健康保険に加入している 40 歳から 74 歳
までの全ての人に５月下旬、受診券と検尿セットを郵送
しますので、この機会に受診して、自分の健康を見直し
てみませんか？
　また、がん検診を希望している人には、検診日の２週
間前には健診機関から受診券やご案内が郵送されます。
　平成24年度山鹿市国民健康保険の特定健診の結果で、
異常があった人の割合を上位から並べると
① �HbA1c（ヘモグロビンエイワンシー）　普段、血糖値
が高い人は、この数値が高くなります。この数値が高い人
は、糖尿病になる可能性が高くなります。
② �LDL コレステロール　悪玉コレステロールのことで、
血管内の脂質が多くなると血液はドロドロで詰まりや
すくなり、動脈硬化などになる可能性が高くなります。
③�最高血圧　心臓が全身に血液を送り出す時の血管壁にか
かる圧力（血圧）が高い人のことです。原因のひとつは動脈
硬化が考えられ、血管が詰まっている人に多く見られます。
　これらのほとんどは数値が高くても自覚症状が無いた
め、そのままにしておくと徐々に悪化し、自覚症状が出
たときには病気がかなり進行していることがあります。
　特定健診は早い段階で生活習慣病の発症と重症化を防
ぐことを目的としています。治療中の人も受診できます
ので、この機会にぜひ受診してください。

６月から特定健診が始まります

19 もろとみ医院 46-4000



広報やまが　2013.5.1　24☜　次ページからの案内板（Information）は P32からご覧ください。

山　鹿
　山　鹿　荒木　久直さん (78)　島田　圣子さん (81)
　　　　　千原　和美さん (60)　山口　好松さん (92)
　　　　　本田　誠子さん (79)　原田　鄕子さん (71)
　　　　　園川　宗治さん (92)　佐伯　隆則さん (66)
　　　　　守永　　花さん (98)　立山　香枝さん (87)
　　　　　阿蘇品ヒデ子さん (86)　井上　郁子さん (76)
　　　　　岩下ハルミさん (92)　宮本　暢久さん (81)
　　　　　中尾　昭一さん (83)
　米　田　松本ヒデ子さん (86)　横手利惠子さん (59)
　　　　　伊津野トメ子さん (86)
　八　幡　宮本ハナエさん (86)　井手　照子さん (85)
　　　　　井手口トミ子さん (89)
　平小城　永野　保男さん (86)
　大　道　松川サトメさん (78)

３

鹿　北　
　岳　間　松本ナミヱさん (83)　黒田テル子さん (102)
　　　　　安達トミヨさん (88)
　岩　野　石貫ヒサヨさん (70)　井上　德行さん (82)
　　　　　草野サワ子さん (92)　堀下ハルヱさん (94)
　広　見　井上　勝昭さん (71)
菊　鹿
　内　田　清田　靜男さん (74)
　六　郷　冨田ヨシコさん (103)　古閑　幸正さん (53)
　　　　　阿部ヒサ子さん (94)　石川トモエさん (93)
　城　北　下田　逸子さん (88)　髙木セツ子さん (96)
鹿　本
　来　民　井上ヒサコさん (99)
　稲　田　堀田喜久夫さん (50)
　中　富　森本ヒサエさん (91)
鹿　央
　千　田　輪内　賢一さん (85)
　米野岳　五嶋　正三さん (60)　角田　春子さん (87)
　　　　　竹原　誠子さん (76)
　山　内　山口　　勇さん (56)　森　ミヨ子さん (79)
　　　　　益田　誠輔さん (81)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

山　鹿

　山　鹿　川上　莉
り な

奈さん　川口　悠
は る ま

眞さん
　八　幡　萩原　顕

けんしょう

生さん　池上　陽
ひ な

愛さん
　　　　　酒井　　幻

げん

さん
　三　玉　西川　遼

は る と

斗さん
　大　道　鍋島　彩

あ や み

未さん　田中　心
こ は る

春さん
　　　　　田中　春

しゅんすけ

翼さん
鹿　北

　岳　間　古澤　幸
こ う た

大さん
　岩　野　山口　陽

ひ だ か

空さん

※３月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付けた掲載希望者分を掲載しています

菊　鹿

　内　田　鹿子木清
しん の す け

之助さん
　六　郷　岩崎　煌

お う や

也さん
鹿　本

　来　民　山下　愛
り ず

絆さん　古荘　遼
は る ま

真さん
　　　　　木村　心

こ こ な

菜さん　星子　颯
そうすけ

佑さん
　　　　　松川　雅

ま さ と

人さん
鹿　央

　千　田　吉良山健
け ん と

翔さん
　米野岳　立山　　奏

かなで

さん　鈴木田咲
さ ら

良さん
　　　　　立山　　響

ひびき

さん

山　鹿
　山　鹿　園田賢太郎さん♥坂田　真菜さん
　　　　　早ノ瀬　健さん♥松元　良江さん
　八　幡　緒方　　徹さん♥井上　文乃さん
　　　　　宮崎　　努さん♥今田　史織さん
　　　　　御手洗慶太さん♥谷口　知美さん
　　　　　髙木　友視さん♥松尾沙衣子さん
　三　玉　仙頭　　享さん♥坂梨　実輪さん

鹿　北
　岳　間　坂本　　浩さん♥黒田麻紗子さん
　広　見　安田　朋弘さん♥髙橋　香織さん
菊　鹿
　内　田　栗原　智昭さん♥寺地　広子さん
　六　郷　小澄　哉也さん♥村上　友望さん
　　　　　東　　徹治さん♥黒田あゆみさん
鹿　本
　来　民　津留　直人さん♥柏瀬奈穂子さん
　稲　田　津留　幸博さん♥城下　麻美さん
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市 議 会 ３ 月 定 例 会
　平成 25 年（第２回）市議会３月定例会は、３月５日に開会し、３月 21 日までの 17 日間の日程で開かれました。
今議会では、条例、予算など議案 57 件（条例 16 件、予算 19 件、人事案件８件、その他 14 件）が審議されま
した。その結果は次のとおりです。

◆◇　議　案　◇◆

議案第３号 平成24 年度山鹿市一般会計補正予算
（第７号）…可決

議案第４号 平成24 年度山鹿市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第３号）…可決

議案第５号 平成24 年度山鹿市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号）…可決

議案第６号 平成24 年度山鹿市介護保険事業特別
会計補正予算（第３号）…可決

議案第７号 平成24 年度山鹿市簡易水道事業特別
会計補正予算（第３号）…可決

議案第８号 山鹿市老人集会場条例の一部を改正する
条例…可決

議案第９号
山鹿市障害程度区分認定審査会の委員の定
数等を定める条例及び山鹿市重度心身障害
者医療費助成に関する条例の一部を改正す
る条例…可決

議案第 10 号
山鹿市介護保険法に基づく事業の人員、設備
及び運営に関する基準等を定める条例
…可決

議案第 11 号 山鹿市在宅高齢者福祉対策事業費用徴収
条例の一部を改正する条例…可決

議案第 12 号 山鹿市新型インフルエンザ等対策本部条例
…可決

議案第 13 号 山鹿市農業集落多目的集会施設条例を廃止
する条例…可決

議案第 14 号 山鹿市さくら湯再生基金条例を廃止する条例
…可決

議案第 15 号 山鹿市道路の構造等に関する基準を定める
条例…可決

議案第 16 号 山鹿市準用河川管理施設等の構造の基準を
定める条例…可決

議案第 17 号 山鹿市道路占用料徴収条例の一部を改正
する条例…可決

議案第 18 号 山鹿市都市公園条例の一部を改正する条例
…可決

議案第 19 号 山鹿市営住宅管理条例の一部を改正する
条例…可決

議案第 20 号 山鹿市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
の一部を改正する条例…可決

議案第 21 号 山鹿市下水道条例の一部を改正する条例
…可決

議案第 22 号 山鹿市水道の布設工事監督者の配置及び
資格の基準等を定める条例…可決

議案第 23 号 平成 25 年度山鹿市一般会計予算…可決

議案第 24 号 平成 25 年度山鹿市国民健康保険事業特別
会計予算…可決

議案第 25 号 平成 25 年度山鹿市後期高齢者医療特別
会計予算…可決

議案第 26 号 平成 25 年度山鹿市農業集落排水事業特別
会計予算…可決

◆◇　議　案　◇◆

議案第 27 号 平成 25 年度山鹿市介護保険事業特別会計
予算…可決

議案第 28 号 平成 25 年度山鹿市簡易水道事業特別会計
予算…可決

議案第 29 号 平成 25 年度六郷財産区特別会計予算
…可決

議案第 30 号 平成 25 年度城北財産区特別会計予算
…可決

議案第 31 号 平成 25 年度稲田財産区特別会計予算
…可決

議案第 32 号 平成 25 年度稲田六郷財産区特別会計予算
…可決

議案第 33 号 平成 25 年度山鹿市水道事業会計予算
…可決

議案第 34 号 平成 25 年度山鹿市病院事業会計予算
…可決

議案第 35 号 平成 25 年度山鹿市下水道事業会計予算
…可決

議案第 36 号 財産の譲渡について…可決
議案第 37 号 財産の譲渡について…可決
議案第 38 号 財産の譲渡について…可決
議案第 39 号 財産の譲渡について…可決
議案第 40 号 財産の譲渡について…可決
議案第 41 号 財産の譲渡について…可決
議案第 42 号 財産の譲渡について…可決
議案第 43 号 財産の譲渡について…可決
議案第 44 号 財産の譲渡について…可決
議案第 45 号 財産の譲渡について…可決
議案第 46 号 財産の譲渡について…可決
議案第 47 号 財産の譲渡について…可決
議案第 48 号 財産の譲渡について…可決
議案第 49 号 市道路線の認定について…可決

議案第 50 号 副市長の選任について
（池田永実氏）…同意

議案第 51 号 教育委員会委員の任命について
（堀田浩一郎氏）…同意

議案第 52 号 教育委員会委員の任命について
（栗川亮一氏）…同意

議案第 53 号 公平委員会委員の選任について
（佐藤公俊氏）…同意

議案第 54 号 監査委員の選任について
（角田英勝氏）…同意

議案第 55 号 人権擁護委員の推薦について
（近藤安隆氏）…同意

議案第 56 号 人権擁護委員の推薦について
（野滿孝子氏）…同意

議案第 57 号 人権擁護委員の推薦について
（冨田幸代氏）…同意

議案第 58 号 山鹿市職員退職手当支給条例等の一部を改
正する条例…可決

議案第 59 号 平成 24 年度山鹿市一般会計補正予算
（第８号）…可決
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　最近、強風で高速道路沿線の土地
から高速道路上へ竹などが倒れこん
で高速道路を走行する自動車に衝突
する事故が発生しています。
　高速道路沿線に竹林などを所有
し、高速道路への危険が予知できる
場合は伐採をお願いします。
　高速道路上へ竹などが倒れ込む可
能性がある場合、やむなく西日本高
速道路株式会社が伐採することがあ
りますのでご了承ください。
問西日本高速道路株式会社九州支社
　熊本高速道路事務所
　�☎ 0965 ‐ 39 ‐ 0711
　（平日午前８時50分〜午後５時20分）

高速道路沿線に土地を
所有する皆さんへ

お知
せら

　平成 20 年度から平成 24 年度に
都市再生整備計画事業（旧まちづく
り交付金事業）を活用し、「八千代
座を中心とする豊前街道山鹿温泉界
隈の歴史的町並みの魅力を生かし
た、中心市街地の賑わいと交流のあ
るまちづくり」を目標に事業を行い
ました。
　今回、事業完了に伴い、庁内検討
会議および評価委員会で取りまとめ
た事後評価シートを作成し、ホーム
ページに公表しましたのでご覧くだ
さい。
問 都市計画課　☎ 43 ‐ 1591

都市再生整備計画事後
評価シートを公表します

お知
せら

　山鹿市が平成 25・26 年度に行う小規模な工事及び修繕（工事等の予定
価格が 50 万円以下）の見積もりに参加を希望する事業者の登録制度です。
今回は特例として、随時申請を受け付けます。ただし、次の方は申請でき
ませんので、ご注意ください。
①�成年被後見人若しくは被保佐人又は破産者で復権を得ない者
②�市内に主たる事業所又は住所を有しない者
③�山鹿市の競争入札参加資格者名簿に登録されている者
④市税に未納がある者
⑤�その他契約の相手方として不適当と認められる者
◦ 登録することができる業種　
　建設業法に掲げる 28 業種のうち、３業種まで登録できます。
◦ 受付期間　平成 27 年１月 30 日㈮
◦ 受付場所　市役所３階監理検査室
◦ 提出書類　
①�小規模工事等契約事業者登録申請書
②�法人事業者は登記簿謄本、個人事業者は住民票
③�登録する業種を履行するために必要な資格、許可等が必要な場合は、当該資
格、許可等を証明する書類の写し
④�市税に未納がない旨の証明書
　（納税証明書）
　①の申請書様式は、山鹿市のホームページからダウンロードいただくか、
市役所監理検査室までお申し出ください。
◦ 提出方法　申請書は、平日の勤務時間内に監理検査室窓口へ持参ください。
問総務課監理検査室　☎ 43 ‐ 1118

小規模工事等契約希望者登録申請書の
随時受け付けについて

お知
せら

　春は野鳥の繁殖期です。巣立ちし
たヒナが落ちていても、必ず親鳥が
保護しますので拾わないようにしま
しょう。
　また、熊本県では５月 10 日から
の１カ月間を指導取締強化月間と定
め、違法捕獲等の防止に取り組んで
います。皆さんのご理解とご協力を
お願いします。
　なお、メジロの愛がん飼養目的の
捕獲は、鳥獣の乱獲を助長するおそ
れがあることから、新たな捕獲の許
可はしていません。
　詳しくはお問い合わせください。
問農林振興課　☎ 43 ‐ 1556

繁殖期の野鳥保護およ
び指導取締強化月間

お知
せら

　空港ライナーの試験運行を引き続
き行っています。ぜひご利用くださ
い。
◦ 運行期間　平成 26 年３月31日㈪
まで

◦ 運行区間
　阿蘇くまもと空港⇔ＪＲ肥後大津駅
　（最速 12 分）
◦ 運賃　無料
◦ 便数　１日 45 便
◦ ホームページ
　「阿蘇くまもと空港ライナー」
　http://www.oaso-ozu.com/airline/
問熊本県交通政策課
　☎ 096 ‐ 333 ‐ 2167

「空港ライナー」
運行中！

お知
せら
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　次に該当する人は、申請で減免されます。
【固定資産税】
◦生活の扶助を受けている人
◦�公益のために専用されている固定資産を有する人
◦ 申請期限　５月 24 日㈮
◦ 必要書類　納税通知書・印鑑
【軽自動車税】
◦療育手帳の障害程度が「A」の人
◦�精神障害者保健福祉手帳の等級が「１級」の人
◦�身体障害者手帳の等級が主に「３級」以上の人
◦�戦傷病者手帳の障害程度が主に「３項症、３款症」以上の人
※�身体障害者手帳、戦傷病者手帳については、障害の種類（視覚、肢体等）
により減免の対象となる等級が異なります。

◦ 申請期限　５月 24 日㈮
◦ 必要書類　各種障害者手帳・自動車検査証・運転免許証・納税通知書・
印鑑
※�税務課または各総合支所で手続きを行ってください。
問 税務課固定資産税係☎ 43 ‐ 1121
　税務課市民税係☎ 43 ‐ 1120

固定資産税・軽自動車税の減免お知
せら

　大麻の栽培は法律で禁止されてい
ますが、日本全国で不正栽培により検
挙される事例が後を絶ちません。
　けしの仲間は、色鮮やかで美しい
花を咲かせるものが多く、人気があり
ます。しかし、けしの中には麻薬の原
料になるものもあり、法律で栽培が禁
止されているものがあります。
　大麻や植えてはいけないけしを発見
した場合は、山鹿保健所へ連絡をお
願いします。
◦ 栽培が禁止されているけしの特徴　
茎は無毛に近く、すべすべしている。
葉は白っぽく、緑の切れ込みが浅
い。葉に柄が無く、茎を包み込むよ
うに生えている。
※�花の色や形では見分けがつきませ
んので注意が必要です

問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

不正大麻・けし撲滅運動お知
せら

今月の納税
◦固定資産税（第１期）
◦軽自動車税（全期）
◦ 納期限　５月 31 日㈮
※�軽自動車税の口座振替に限り、５
月 20 日㈪が振替日です
夜間・休日収納窓口
◦ 夜間　５月９日㈭〜 31 日㈮
�（平日）  午後５時半〜 ８時
◦ 休日　５月12日㈰・19日㈰・26日㈰
�（日曜）　午前９時〜午後５時
◦場所　税務課
※納税は便利な「口座振替」をご利
用ください。申込書は各金融機関に
備えてあります。
問税務課収納係　☎ 43 ‐ 1144

　相談内容により電話での回答が困
難な場合には、電話で事前に相談日
時などをご予約いただいた上で、相
談をお受けします。
　予約の際には、名前・住所・相談
内容などを伺います。
（�税金の納付相談や確定申告期に申
告相談会場へお越しになる際は、
事前の予約は必要ありません）

問 山鹿税務署　☎ 44 ‐ 2181

税務署でのご相談は
事前のご予約を

お知
せら

　自動車税は５月 31 日㈮までに最
寄りの金融機関やコンビニエンスス
トア、県の各広域本部、各地域振興
局（ただし、鹿本地域振興局につい
ては山鹿市役所税務課内）などで納
めましょう。
問 熊本県県北広域本部収税課
　☎ 25 ‐ 4272

自動車税の納税はお済み
ですか

お知
せら

　長年使用している暖房器具の経年
劣化が原因で火災事故が起きていま
す。片付ける前に点検しましょう。
◦ 電気毛布や電気カーペットなどの

点検
◦�表面に破れがあったり、内部が露
出してヒーター線が見えていない
か
◦�電源コードやコントローラーが熱
かったり、臭いがしたりしなかっ
たか
◦�表面が熱で部分的に変色している
ところはないか

◦ 片付けのポイント　
◦コードを強く巻き付けない
◦操作部に重いものをのせない
◦取扱説明書に基づき正しく収納
※�少しでもおかしいと思ったら、ただ
ちに販売店などにご相談ください。

問一般社団法人　日本電機工業会
　http://www.jema-net.or.jp/

暖房機器は片付け前に
点検しましょう

お知
せら
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　行政に関する意見や要望などがあ
りましたら、お気軽にご相談ください。
相談は無料で秘密は固く守られます。
◦ 日時　５月 24 日㈮
　　　　午前 10 時〜午後３時
◦ 場所　山鹿市役所３階第２会議室
◦ 相談員　行政評価事務所職員・
　　　　　行政相談委員
【行政相談委員】（敬称略）
山鹿地区　島田　裕子☎ 44 ‐ 5519
鹿北地区　北原真留美☎ 32 ‐ 3604
菊鹿地区　小澄　　隆☎ 48 ‐ 3202
鹿本地区　森本　弘毅☎ 46 ‐ 2682
鹿央地区　中山　知博☎ 36 ‐ 2215
問熊本行政評価事務所
　☎ 096 ‐ 324 ‐ 1662

行政相談所を開設します
お気軽にご相談ください

相談

■生命保険の見直し・相談
●「自分の保険の内容がわからない」とか
「保険料が高い」など、生命保険の疑問や
不安がある人は、専門家に相談を。
●中立的なアドバイスが好評の「保険ク
リニック」は、保険のことなら何でも答

えてくれる相談窓口。加入中の保険のム
ダをチェックし、問題がある場合は解決
方法を一緒に考えてくれます。　
●一人では難しい保険の見直しも、簡単
にできます。 保険無料相談会

ご予約
問合せ

保険クリニック玉名店
●熊本県玉名市中1675-1

10120-818-929 
http://www.hc-tamana.com/

保険クリニックＭｒＭａｘ松橋店
●熊本県宇城市松橋町豊福1683ｰ1

10120-765-665

●5月24日㈮までに「広報やまがを見た」
と言って予約された方

来店相談料  通常3150円 　　無料
2回目以降の相談も無料です
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　農用地区域からの除外、農用地区
域への編入の申出を受け付けます。
◦ 受付期間　６月３日㈪〜７月31日㈬
　※土日・祝日は除きます
◦ 受付時間　午前８時半〜午後５時
◦ 場所　農林企画課（本庁別館）
◦ 注意事項　
①�農地を転用するとき、その土地が農
振農用地区域である場合、農地転
用許可申請の前に、農用地区域か
ら除外をする必要があります。
②�除外には法律に基づく要件があり、
要件を満たさないときは除外できな
い場合もあります。
※�本年度は農業振興地域整備計画の
全体見直し業務を行っています。手
続の都合上平成 26 年２月の変更
申出の受け付けを行うことができま
せんのでご注意ください。
※�詳しくは山鹿市ホームページをご覧く
ださい

問農林企画課　☎ 43 ‐ 1532

農業振興地域整備計画
の変更申し出の受け付け

お知
せら

　５月１日から７日までの１週間
は、憲法週間です。無料法律相談会
を開催しますので、お気軽にお越し
ください。
◦ 日時　５月 13 日㈪
　　　　午前 10 時〜午後３時
◦ 場所　熊本地方家庭裁判所
　　　　山鹿支部
◦ 担当相談員　弁護士、民事・家事
調停委員、法務局職員

◦ 相談内容　民事・刑事の法律問題、
破産問題、離婚・相続などの問題、
登記、人権問題など

問熊本地方家庭裁判所山鹿支部
　☎ 44 ‐ 5141

専門家による
無料法律相談会

相談

　登記相談や悪質商法などの消費者
問題、多重債務問題など司法書士が
相談に応じます。１人で悩まずお気
軽にご相談ください。
◦ 日時　５月 17 日㈮
　午後６時〜９時
◦ 場所　ひだまり
問熊本県司法書士会
　☎ 096 ‐ 364 ‐ 2890
　（予約受付番号）

司法書士無料相談相談

　働くことに不安を抱えている人や自
信をなくしている人に対する支援を行っ
ています。働く意欲を持ちながら行動
に踏み出せない若者や家族からの相
談を受け、キャリアカウンセラーなどが
カウンセリングを通じて一人一人の状
況に合った支援プログラムを作成しま
す。相談は無料です。就労で悩んでい
る人は、ご相談ください。
◦ 対象者　おおむね 15 から 39 歳
の若者やその家族

◦ 日程　５月７日㈫・21 日㈫
　　　　６月４日㈫・18 日㈫
◦ 時間　午後２時〜５時
◦ 場所　山鹿市役所別館２階会議室
問たまな若者サポートステーション
　☎ 0968 ‐ 74 ‐ 0007

若年就職相談会
＆支援セミナー

相談

　６月１日は、人権擁護委員法が施
行された日です。
　特設人権相談所を開設しますので
お気軽にご相談ください。相談は無
料で秘密は固く守られます。
◦ 日時　６月３日㈪
　午前 10 時〜午後３時
◦ 場所　山鹿健康福祉センター・鹿
北市民センター・菊鹿総合支所・
ひだまり・鹿央多目的センター

◦ 相談員　人権擁護委員・法務局山
鹿支局職員

問法務局山鹿支局　☎ 44 ‐ 2411
　人権啓発課　☎ 43 ‐ 1199

人権擁護委員の日
特設人権相談所

相談
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎５/13、14、15、16、17　５日間開催　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中
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　山鹿市では、第５期介護保険事業計画に基づき、地域密着型サービス等
の基盤整備を進めています。サービスの質と事業者の適正な運営を確保す
るため、事業を実施する事業者を募集します。
◦ 公募する施設と圏域　
　小規模多機能型居宅介護事業所　１カ所
※既に整備済みの小学校区を除く
　介護予防拠点　２カ所
※�川辺・平小城・三岳圏域、鹿北圏域、菊鹿圏域、鹿央・米田圏域の４圏
域の中から２ヶ所を選定

◦ 募集要件　原則として、山鹿市内で介護保険事業または医療・福祉事業
等の運営の実績・経験のある法人で関係事業者との連携や人材の確保が
可能であること。平成 26 年３月 31 日までに工事完了できること。

◦ 募集期間　５月１日㈬〜６月20日㈭
◦ 補助　介護基盤の緊急整備特別対策事業による補助を予定
※�現時点で交付が確定されているものではありません。
問介護保険課　☎ 43 ‐ 1077

山鹿市地域介護・福祉空間整備事業事業者の公募募集

　ポリテクセンター荒尾では職業訓練受講生を募集します。訓練はものづ
くりを中心とした就職に結びつきやすい内容です。
◦ 募集科・募集人員　
①機械ＣＡＤ加工科（18 人）
②金属加工科（18 人）
③建設機械科（16 人）
④設備保全サービス科（16 人）
⑤ビル設備サービス科（18 人）
訓練に興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
【募集要項】
◦ 募集期間　５月１日㈬〜５月30日㈭
◦ 訓練説明会　５月 15 日㈬午前９時半〜午後３時半
◦ 筆記試験・面接日　６月７日㈮
◦ 入所日　７月２日㈫　◦ 訓練期間　６カ月
◦ 必要経費　受講料は無料ですが、教科書代などが必要です。
◦ 申込先　お近くのハローワーク
問ポリテクセンター荒尾　☎ 0968 ‐ 62 ‐ 0179

公共職業訓練
平成25年度7月期生募集

募集

◦ 日時　５月 26 日㈰午前９時
◦ 場所　山鹿市サイクリングターミナル
◦ コース　サイクリングターミナル
〜分田駐車場折り返し

◦ 参加費　100 円（保険料）
◦ 定員　50 人（自転車は貸し出し可）
◦ 申込期限　５月 22 日㈬
問社会体育課　☎ 43 ‐ 0090

第４回サイクリング大会
に参加しませんか

募集

　８月に、山鹿市の姉妹都市である
オーストラリア・クーマ市から、高
校生が訪れます。この期間中、高校
生を受け入れてくださるホストファ
ミリーを募集します。
　また、訪問期間中の交流事業で、
英語通訳のお手伝いをしていただけ
る人も併せて募集します。
◦ 応募方法　企画課または各総合支
所に備え付けの「登録書」に必要
事項を記入し、企画課へ郵送また
は持参してください。「登録書」
は市のホームページからもダウン
ロードできます。

◦ 募集期限　５月 31 日㈮
※�国際交流に少しでも興味や関心の
ある人は、企画課へご連絡ください。

問企画課　☎ 43 ‐ 1114

ホストファミリー
ボランティア通訳募集！

募集
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ありはら石材
〒861ｰ0535　山鹿市南島865ｰ1

44-5248TEL

６８万円からレンゲ付き６８万円からレンゲ付き

御先祖様を大切に

お盆セール

総
合
石
材
商
社
認
定

安 

心 

店
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　市立博物館では夏季企画展として
第二次大戦中の暮らしに関わる展示
を今年 7〜 8 月に予定しています。
　戦時中に使われていた資料（当時
の服や写真、新聞、教科書、遊び道
具など）をお持ちで展示期間中、貸
し出せる人がいましたら市立博物館
までご連絡ください。
◦ 募集期間　５月１日㈬〜５月31日㈮
問 山鹿市立博物館　☎ 43 ‐ 1145

夏季企画展に
出展しませんか

募集

　健康長寿を目指し、いつまでも自
分らしい生活ができるコツを一緒に
学びませんか？
◦ 対象者　市内に住む 60 歳以上で
全日程参加できる人

◦ 日時　６月７・14・21・28 日㈮
　午後１時半〜３時半
◦ 場所　やまが元気倶楽部（温泉プ
ラザ山鹿３階）

◦ 負担金　無料
◦募集人数　20 人程度
◦ 募集期限　５月 13 日㈪
※�４回の講座を受講後、介護予防サ
ポーターとして認定します。

問 やまが元気倶楽部　☎ 36 ‐ 9238

介護予防サポーター
養成講座受講生募集

募集

　認知症予防のために、脳を活性化
させる簡単な読み書き計算などを中
心としたトレーニングを一緒に行い
ませんか？
◦ 対象者　市内に住む65歳以上の人
（送迎なし）

◦ 日程　５月 28 日㈫〜 12 月
　毎週火曜日　24 回コース
　午前 10 時〜 11 時半
※�５月 21 日に説明会を行います。
◦ 場所　介護予防拠点くらつか広場
（旧八幡幼稚園）

◦ 教材費　月 2,200 円程度（別途お
茶代１回 100 円）

◦ 募集人数　20 人程度
◦ 募集期限　５月 13 日㈪
問介護保険課　☎ 43 ‐ 1077

脳いきいき教室
参加者募集

募集

◦ 対象者　市内に住む65歳以上の人
◦期間　５月 28 日㈫〜 12 月
※サポーター活動は交代制
◦ 場所　介護予防拠点くらつか広場
◦ 募集人数　10 人程度
◦ 募集期限　５月 13 日㈪
◦ お茶代　１回 100 円
　５月27日㈪に説明会を行います。
問介護保険課　☎ 43 ‐ 1077

脳いきいき教室
サポーター募集

募集

【古文書講座】
　山鹿市に残る江戸時代の古文書を
主な教材として「くずし字」の読解
に挑戦します。歴史に興味がある人
の参加をお待ちしてます。
◦ 定員　20 人
◦ 実施日　毎月第２・４土曜日
◦ 時間　午前９時半〜 11 時半
◦ 受講料　5,000 円
※�受講を希望する人は、５月７日㈫
までに電話で申し込みください。
　開講式を５月 11 日㈯午前９時半
から行い、引き続いて初回講座とな
ります。
問 山鹿市立博物館　☎ 43 ‐ 1145

【陶芸自主講座】
　陶芸教室の自主講座を開催します。
どなたでも参加できます。申し込み・
問い合せは講師・伊豆永憲司先生ま
で直接お願いします。
◦ 受講料　10,000 円（材料費など
は実費）

問 伊豆永　☎ 090 ‐ 8833 ‐ 9439

博物館講座受講生募集募集

「八千代座で歌舞伎を学んでみませ
んか」
本物の歌舞伎役者の指導で歌舞伎を
学びます。
◦ 期間　６月〜平成 26 年３月
◦ 募集人数　幼稚園〜中学生
　　　　　　20 人程度
◦ 参加費用　5,000 円 / 年
　　　　　　（運営費のみ）
問山鹿市民歌舞伎の会
　☎ 090 ‐ 2501 ‐ 7251（松葉）

八千代座子どもカブキ
役者募集

募集
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【山鹿市民医療センター】
◦ 日時　５月 15 日㈬
　午前 10 時〜正午
◦ 場所　市民医療センター（玄関
ホール）

◦ 内容　身長、体重、血圧測定、血
糖・体脂肪測定、栄養・リハビリ
相談、看護・福祉相談など

問山鹿市民医療センター
　☎ 44 ‐ 2185

５月

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、
八千代座までどうぞ　問☎ 44 ‐ 4004

開催日 行　事　名 時間 料金

８日㈬ 休館日

11 日㈯ 山鹿回生病院 55 周年記念講演会 日中 無料

29 日㈬ 日野原重明講演会と
老人ファッションショー 日中 有料

　鹿北町で唯一 1,000 メートル級を
誇る山です。新緑を楽しみながら登
山しましょう。
◦ 日時　５月 12 日㈰
　　　　午前８時半受け付け
◦場所　国見山登山道入口
問鹿北総合支所　☎ 32 ‐ 3111

国見山山開き催し

◦日時　５月 18 日㈯〜 25 日㈯
　　　　午後７時〜９時
◦会場　一ッ目神社（久原）
◦駐車場　無料（約 20 台）
※雨天中止
問環境課　☎ 43 ‐ 7211

ホタルの夕べ催し

【保利病院】
◦ 日時　５月 11 日㈯午後１時半〜
午後４時（受け付け午後１時 15
分〜午後３時半）

◦ 内容　血圧測定、身体検査（体重・
身長）、血糖測定、動脈硬化測定、
物忘れテスト、健康相談
※当日は３時半まで温泉を開放します
問保利病院　イベント委員会
　☎ 43 ‐ 1212

看護の日イベントに
参加しませんか

催し

◦ 期間　９月 30 日㈪まで
◦ 場所　山鹿灯籠民芸館
◦展示内容　薬師寺・東塔・西塔
問山鹿灯籠民芸館　☎ 43 ‐ 1152

熊本県伝統工芸館
巡回展

催し

チヨマツ
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無料墓地
日輪寺に新たに檀家入りされますと
、墓地（1.8ｍ×1.8ｍ）を無料にて
ご提供いたします（委細面談の上）
※お申し込み多数の場合は抽選になります。

〈 

有
料
広
告 

〉

定例相談 仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①正・准看護師　19 万 8千円〜
②介護福祉士　13 万 1千円〜
③一般事務　13 万 6千円〜
④調理人　13 万円〜
⑤配管工　15 万円〜
⑥歯科衛生士　18 万円〜
⑦重機オペレーター　17 万 5千円〜
⑧保険営業　12 万円〜
⑨菓子製造工　10 万 9千円〜
⑩自動車整備工　14 万円〜
⑪清掃管理職　20 万円〜
⑫木材加工作業員　13 万 6千円〜
⑬縫製作業員　11 万 3千 360 円
Yパート
①正・准看護師　時給千円〜
②訪問介護員　時給 1,200 円〜
③歯科衛生士　時給 1,100 円〜
④調理スタッフ　時給 700 円〜
⑤美容師見習い　時給 700 円〜
⑥旅館客室係　時給 660 円〜
⑦モナカ選別作業　時給 800 円〜
⑧清掃作業員　時給 660 円
※ 車をご利用の方は、センター裏の

駐車場をご利用ください。バスを
ご利用の方は、山鹿バスターミナ
ルが最寄りのバス停です。

問 山鹿市地域職業相談室（山鹿老人
福祉センター2階）　☎４3‐1724

相談は無料で、秘密は固く守ります。

税務相談
◦日時　５月 15 日㈬
　　　　午後 1時半〜 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北総合支所市民生活課
　☎ 32 ‐ 3111

年金出張相談
◦ 日時　５月８日㈬・22 日㈬
　午前 10 時〜午後３時
　（正午〜午後１時を除く）
◦場所　市役所１階会議室
※相談日の５日前までに電話で予約
をお願いします。
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1530

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　５月９日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052

認知症に関する相談
◦日時　毎月第２・第４木曜日
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問介護保険課地域包括支援センター
　☎ 43 ‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所別館（商工課内）
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43 ‐ 1413

社会保険労務士労働相談
◦日時　５月14日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所別館２階会議室
問商工課　☎ 43 ‐ 1413

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。相談は、どこの会場でも受
けることができます。

【山鹿】
　①一般相談　５月 17 日㈮
　② 司法書士相談（登記関係）
　　５月24日㈮要予約
　③法律相談　５月 31 日㈮要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　���社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134

【鹿北】
　①一般相談　５月 16 日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696

【菊鹿】
　①一般相談　５月 15 日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　���ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060

【鹿本】
　①一般相談　５月 14 日㈫
　②法律相談　５月 28 日㈫要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206

【鹿央】
　①一般相談　５月 13 日㈪
　② 司 法 書 士 相 談（成年後見・多重

債務・登記）　５月27日㈪要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
※相談の時間は、下記のとおりです。
一般相談
　午前 9時〜正午
司法書士相談、法律相談
　午前 10 時〜正午
※ 司法書士相談、法律相談は事前予

約が必要です。
問社会福祉協議会本所��☎ 43 ‐ 1134

アルコール依存症相談日
◦日時　５月16日㈭午後７時〜９時
◦場所　ひだまり◦主催　断酒友の会
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052
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全国へ山鹿をＰＲ

　４月 16 日、オムロンハンドボール部のふるさとやまが大使任期満了に伴
い、再任の委嘱状が交付されました。
　交付式では、中嶋憲正市長が「全国に山鹿市の名をアピールしていただき
大変感謝しています」とあいさつし、副主将の吉田薫選手に委嘱状を手渡し
ました。
　委嘱状を受け取った吉田選手は、「ハンドボールを通じてアピールしてい
きたい」と決意を述べました。
　オムロンハンドボール部は、平成 20 年からふるさとやまが大使として活
動し、全国で山鹿をアピールしています。

オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。

案内板（Information）
はこちら側からご覧ください　☞

＊都合で変更になる場合があります。( 鹿本郡市医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

５
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 ( 曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
３日㈷�吉里医院 /まえはら泌尿器科クリニック 岩下薬局 /鹿校通薬局 /まつ薬局
４日㈷もろとみ医院 /藤原クリニック 岩下薬局 /鹿本中央調剤薬局 /まつ薬局
５日㈷山鹿中央病院 /幸村医院 岩下薬局
６日㉁星田内科医院 /大橋通クリニック 江上薬局大橋通 /まつ薬局
12 日㈰中川医院 /きくか松岡クリニック 岩下薬局
19 日㈰桑木内科 /かもと整形外科医院 岩下薬局 /ベル薬局
26 日㈰井上小児科医院 /くりた皮ふ科医院 岩下薬局

ふるさとやまが大使委嘱状交付式
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山鹿市教育委員会広報

第２１号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎４３−１６３８
E-mail:
ksoh@city.yamaga.lg.jp

明
日
を
拓ひ

ら

く
　
　

教
育
の
充
実

子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン
事
業

　

特
別
に
支
援
を
必
要
と
す
る
園
児
・

児
童
・
生
徒
の
支
援
お
よ
び
不
登
校

解
消
に
向
け
支
援
を
す
る
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
32
人
、教
育
相
談
や
児
童

生
徒
と
家
族
・
学
校
・
地
域
と
の
間
に

入
り
支
援
を
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
１
人
を
配
置
し
ま
す
。

生
涯
学
習
社
会
を

　
　
　
　
　
め
ざ
し
て

　
　
　
　
限
り
な
い
夢
を
抱
き�

　
　
　
　
　
　
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
生
き
る
人
材
の
育
成

未
来
へ
の
１
ペ
ー
ジ
事
業

　

読
書
活
動
推
進
員
６
人
が
小
中
学

校
を
巡
回
し
、
図
書
環
境
お
よ
び
図
書

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実
や
家
庭
・
地
域
・

学
校
を
通
じ
た
読
書
に
親
し
む
機
会
の

提
供
、
民

間
団
体
と

の
連
携
し

た
活
動
を

推
進
し
ま

す
。

外
国
語
指
導
事
業

　

国
際
社
会
に
向
け
て
、生
き
た
英
語

で
の
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
た
め
７
人
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）が
小
中
学

校
を
巡
回
し
、授
業
を
行
い
ま
す
。

学
校
規
模
適
正
化
事
業

●
山
鹿
地
区
（
山
鹿
小
・
川
辺
小
）

　

�　

山
鹿
小
学
校
と
川
辺
小
学
校
が
統

合
し
、
新
た
に
山
鹿
小
学
校
と
し
て

4
月
に
開
校
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山

鹿
小
学
校
の
現
北
校
舎
を
解
体
し
、

駐
車
場
等
の
外
溝
工
事
を
完
了
し
ま

す
。

本市教育委員会では、教育基本計
画における施策体系のもと、平成
25年度の予算を編成しました

●
鹿
北
地
区

　
（
岳
間
小
・
岩
野
小
・
広
見
小
）

　

�　

鹿
北
地
区
３
小
学
校
が
統
合
し
、

新
た
に
鹿
北
小
学
校
と
し
て
４
月
に

開
校
し
ま
し
た
。

●
菊
鹿
地
区

　
（
内
田
小
・
六
郷
小
・
城
北
小
）

　

�　

現
在
の
六
郷
小
学
校
の
敷
地
内
で

の
開
校
を
目
指
し
て
、
統
合
準
備
委

員
会
で
新
た
な
校
章
や
校
歌
、
通
学

路
、
地
域
と
の
連
携
な
ど
の
協
議
を

進
め
ま
す
。

●
米
野
岳
中
学
校
区

　
（
米
田
小
・
千
田
小
・
米
野
岳
小
・
山
内
小
）

　

�　

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
代
表
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

●
鹿
本
地
区

　
（
来
民
小
・
稲
田
小
・
中
富
小
）

●
山
鹿
地
区　
（
平
小
城
小
・
三
岳
小
）

　

�　

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
関
係

者
と
の
意
見
交
換
会
を
検
討
し
ま

す
。

学
校
施
設
耐
震
化
事
業

　

小
学
校
校
舎
２
棟
お
よ
び
体
育
館
４

棟
、中
学
校
校
舎
２
棟
に
つ
い
て
、耐
震

改
修
工
事
の
た
め
の
設
計
業
務
を
行
い

ま
す
。

図書の貸し出しの様子

ALTによる授業風景
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　

手
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
メ
タ
ボ
対
策
事
業
と
し
て
健
康
運
動

教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
一
緒
に

人
が
輝
く
社
会
教

育
の
振
興

青
少
年
健
全
育
成
事
業

　

子
ど
も
た
ち
は「
地
域
全
体
で
守
り
、

育
て
る
」を
理
念
の
も
と
、「
早
ね　

あ

い
さ
つ　

朝
ご
は
ん
」運
動
や
夜
間
巡

回
活
動
な
ど
を
実
施
し
、青
少
年
が
健

や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、家
庭
教
育
の
支
援
の
た
め
、子

ど
も
相
談
総
合
窓
口
に
家
庭
教
育
支
援

員
を
配
置
し
ま
す
。

夢
の
「
と
び
ら
」
を
ひ
ら
く
事
業

　

公
共
図
書
館
等
を
利
用
し
に
く
い
遠

隔
地
の
市
民
の
方
に
も
、
安
定
し
た
図

書
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
本
年
度
か

ら
山
鹿
市
移
動

図
書
館
車
「
ぐ

る
り
ん
号
」
を

配
備
し
ま
す
。

　

市
内
20
カ
所

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
定
期
的
に
巡

回
す
る
ほ
か
、

文
化
の
振
興
お
よ

び
文
化
財
保
護

方
保
田
東
原
遺
跡
保
存
整
備
活
用
事
業 

　

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て

栄
え
た
巨
大
な
集
落
遺
跡
で
あ
る
方
保

田
東
原
遺
跡
の
保
存
活
用
を
進
め
る
と

と
も
に
、
遺
跡
を
多
く
の
市
民
に
Ｐ
Ｒ

す
る
た

め
、
ラ
ン

タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ

ル
や
ひ
ま

わ
り
ク
イ

ズ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し

ま
す
。

体
験
す
る
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を

実
施
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を

通
じ
て
運
動
が
行
え
る
機
会
・
場
所
を

提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
開
催
の
第
69
回

熊
本
県
民
体
育
祭
山
鹿
大
会
の
準
備
を

行
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
や
市
民
一

斉
ラ
ジ
オ
体
操
会
、
各
地
域
で
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
・
駅
伝
大
会
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
、
活
気

あ
る
心
豊
か
な
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

山鹿市移動図書館車「ぐるりん号」

牛乳パック作ったランタン

ニュースポーツ大会

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
読
書
振
興

の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
事
業

　
「
生
き
が
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
」と
な

る
公
民
館
の
講
座
や
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
生
涯
学

習
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、生
き

生
き
と
暮

ら
す
こ
と

の
で
き
る

ま
ち
づ
く

り
を
目
指

し
ま
す
。

公民館講座発表会の様子

ヒマワリ畑の迷路
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＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（広聴広報係）

おいしか

応募時に３歳までのお子さんを
紹介するコーナーです

掲載を希望する人は、写真とメッセージ・住所・
氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所秘書課へ郵
送するか持参してください。

♡メッセージ
じぃじ、ばぁば、いつもありがとう。
これからも、よろしくね。

（H22.5.20 生まれ）
中（山鹿）

　とみた　　  ゆうしん

冨田　悠心ちゃん
（H23.7.6 生まれ）

岩原（鹿央）

　おか　　りゅうのすけ

岡　龍之介ちゃん

　

明
治
29
年
創
業
、
１
１
７
年
目
を

迎
え
る
千
代
の
園
酒
造
で
は
、
長
い

歴
史
で
培
わ
れ
て
き
た
技
術
で
こ
だ

わ
り
の
酒
を
造
っ
て
い
ま
す
。

　
「
桜
ほ
の
か
」
は
、
さ
く
ら
湯
開

湯
に
合
わ
せ
て
造
っ
た
お
酒
で
、
ほ

ん
の
り
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
て
さ
く

ら
ん
ぼ
の
香
り
が
し
ま
す
。
さ
く
ら

湯
の
温
泉
水
を
使
い
、
着
色
料
は
使

わ
ず
さ
く
ら
ん
ぼ
の
果
汁
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

　

冷
た
く
冷
や
し
て
飲
む
の
が
お
す

す
め
で
、
さ
く
ら
湯
に
入
っ
た
あ
と

に
よ
く
冷
え
た
桜
ほ
の
か
を
飲
む
、

と
い
う
よ
う
な
、
山
鹿
温
泉
に
入
っ

た
後
の
定
番
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

千代の園酒造株式会社
代表取締役　本田雅晴さん

千
代
の
園
酒
造

倶楽部
すくす

く

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー

【
桜
ほ
の
か
】 ☎

43
‐
２
１
６
１

♡メッセージ
百華百彩にいったよ！
またいろんなところにあそびにいこうね☆

あ
と
が
き

♬
4
月
は
、
２
つ
の
新
し
い
小
学
校
が

開
校
し
ま
し
た
。
で
き
た
ば
か
り
の
鹿

北
小
学
校
を
取
材
で
見
て
回
っ
た
時
、

明
る
く
開
放
的
な
学
校
を
見
て
、
そ
こ

で
過
ご
せ
る
小
学
生
を
う
ら
や
ま
し
く

思
い
ま
し
た
。
で
も
、
小
学
校
を
見
て

回
っ
て
い
る
と
、
自
分
が
通
っ
て
い
た
学

校
の
、
昼
休
み
に
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
を
し

た
お
気
に
入
り
の
場
所
や
、
友
だ
ち
と

鬼
ご
っ
こ
を
し
た
場
所
な
ど
を
思
い
出

し
て
懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ

り
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
母

校
が
1
番
な
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

開
校
し
た
２
校
も
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も

た
ち
が
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て

大
好
き
だ
と
思
え
る
学
校
に
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す　
　
　
　
　
　

���（
有
）

　

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
は
、
特
産
品
や
加
工
品
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
て
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
、
山
鹿
経
済
振
興
委
員
会
が
承
認

し
て
い
ま
す
。　
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☎
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‐
２
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４
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■人の動き
人口 216 人減りました 55,747 人
男性 118 人減りました 26,174 人
女性 98 人減りました 29,573 人
世帯数 13 世帯減りました 21,318 世帯
〜14歳 12.0 ％ 6,689 人
15歳〜64歳 56.5 ％ 31,515 人
65歳〜 31.5 ％ 17,543 人

３月末現在 (増減は前月末比 )


